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はじめに
機関委任事務を廃止し､国と地方自治体の上下･支配服従関係を水平･
対等関係に変えることを目指した2000年4月の ｢地方分権一括法｣の施
行から6年が経過したが､はたして､地方自治体は分権型社会の確立に
ふさわしい実質を備えるようになったのだろうか｡
｢地方分権一括法｣の施行1年後の2001年4月に誕生し5年半継続し
た小泉政権時代は､地方自治体にとってみれば､国から地方への税源移
譲以前に､地方交付税削減と市町村合併を迫られた時代であり､中央と
地方の格差だけでなく､地方自治体間の格差も拡大した時代であったで
あろう｡そして､平成の大合併の進行の結果､2006年4月には自治体数
は3,000あまりから約1,820に減少した｡山形県では､市町村合併はそれ
ほど進展せず､庄内地域において､新酒田市､新鶴岡市､庄内町が新た
に誕生したのみであるが､2005年4月1日にはいわゆる ｢合併新法｣が
施行され､2006年3月には｢山形県市町村合併推進構想｣が策定された｡
市町村合併の功罪については､経年変化を見て検証する必要があるが､
地域の自立と分権型社会の創造において､一つの選択肢であるには違い
ない｡それでは､平成の大合併が一段落した時点で､庄内以外の､村山､
最上､置賜地域では､地域の将来像をどのように描くのだろうか｡とく
に､首長と並ぶ住民代表の一方の機関である議会､議員は､どのように
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考えているのだろうか｡
このような問題意識から､平成18年6月に､｢分権化時代の地方.自治
体の将来像に関する市町村議会議員意識調査｣を市町村議会議員を対負
に行った｡以下は､その報告である｡
Ⅰ 調査の概略
(1) 回 答 率
本調査は､平成18年6月に､村山地域､置賜地域､最上地域の合計11
市16町3村の地方議員合計572人に対して調査票を郵送し､回収したも
のである｡回答総数は289人､回答率は50.5%で､約半数の議員が回答
したことになる｡
が､地域ごとの回答率には若干開きがある｡村山地域 (7市7町)で
は回答者数149､回答率52.1%､置賜地域では回答者数84､回答率52.5%
と半数を越えているが､最上地域では回答音数56､回答率44.4%とやや
低い｡
また､村山地域の中でも､東南村山 (山形市､上山市､天童市､中山
町､山辺町)は回答者数68､回答率57.6%であるが､西村山 (寒河江市､
西川町､朝日町､大江町)は回答者数45､回答率50.7%､北村山 (村山
市､東根市､尾花沢市､河北町､大石田町)は回答音数36､回答率45.5%
で､最上地域と同水準である｡置賜地域では､東南置賜が回答者数43､
回答率47.8%､西置賜が回答者数41､回答率58.6%と10ポイントの開き
がある｡
市町村ごとの由答率ではさらに大きな開きがあり､高い方から順番に
5位まで挙げると､真室川町83.3%､西川町81.3､小国町73.3%､山形
市68.3%､長井市66.7%となり､低い方から順番に挙げると､金山町
18.8%､大蔵村21.4%､鮭川村28.6%､上山市30.0%､朝日町31.3%､
30
｢分権化時代の地方自治体の将来像に関する市町村議会議員意識調査｣報告- 北川
大江町3工3%となる｡
したがって､同じ地域の中でも､回答率が高い市町村と低い市町村の
差も見られる｡東南村山地域では､山形市の68.4%を筆頭に､どの市町
も50%を越えたが､上山市だけは30,0%であるo西村山地域では､西川
町81.3%､寒河江市61.9%を除けば､朝日町31.3%､大江町31.3%で､
北村山地域では､大石田町の62.5%､東根市の36.4%を除けば､40%台
である｡最上地域では､真室川町83.3%を筆頭に､新庄市､舟形町､戸
沢村が50%を越えているが､他の4町村の回答率は低い｡西置賜地域で
は､小国町が68.8%､長井市が66.7%と高いが､東南置賜では､米沢市
39.3%が最も低く､他市町は50%前後である｡
本調査の柱の1つが市町村合併問題にあったので､合併に関心の高い
市町村の議会議員の回答率は高く､逆に､合併に消極的または関心が低
い市町村の議会議員の回答率は低くなっているのかもしれない｡このよ
うな推測を前提にすれば､全体の回答率が50%弱であったことは､未回
答者の多くは市町村合併に消極的または関心が低いということになるが､
確定的なことは言えない｡
なお､以下の記述においては､各地域の特性と回答率の違い等を踏ま
えて､村山地域を東南村山地域､西村山地域､北村山地域､最上地域､
東南置賜地域､西置賜地域の6地域に区分して進めていくことにする｡
表1-1 地域別 ･市町村別回答音数 ･回答率 (東南村山 ･西村山 ･北村山)
東南村山 回答 議員 回答率 西村山 回答 議員 回答率 北村山 回答 議員 回答率音数 定数 (%) 者数 定数 (%) 者数 定数 (%)
山 形 市 26 38 68.4 寒河江市 13 21 61.9 村 山 市 10 21 47.6
上 山 市 6 20 30.0 河 北 町 9 20 45.0 東 根 市 8 22 36.4
天 童 市 16 26 61.5 西 川 町 13 16 81,3 尾花沢市 8 20 40.0
山 辺 町 ll 18 61.1 朝 日 町 5 16 31.3 大石田町 10 16 62.5
中 山 町 9 16 56,3 大 江 町 5 16 31.3 合 計 36 79 45.6
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表1-2 地域別 ･市町村別回答者数 ･回答率 (最上 ･東南置賜 暮西置賜)
最 上 回答 議員 回答率 東南置賜 回答 議員 回答率 西置賜 回答 議員 回答率音数 定数 (%) 者数 定数 (%) 者数 定数 (%)
新 庄 市 13 24 54.2 米 派 市 ll 28 39.3 長 井 市 14 21 66.7
金 山 町 3 16 18.8 南 陽 市 ll 21 52.4 小 国 町 ll 15 73.3
舟 形 町 10 16 62.5 高 島 町 ll 22 50.0 白 鷹 町 9 18 50.0
最 上 灯 5 16 31.3 川 西 町 10 19 52.6 飯 豊 町 7 16 43.8
真室川町 10 12 83.3 合 計 43 90 47.8 合 計 41 70 58.6
大 蔵 村 3 14 21.4
鮭 川 村 4 14 28.6
戸 沢 村 8 14 57.1
表2 回答率順位票
市町村名 回答 議員 回答率 市町村名 回答 議員 回答率 市町村名 回答 議員 回答率音数 定数 (%) 音数 定数 (%) 者数 定数 (%)
真室川町 10 12 83.3 戸 沢 村 8 14 57.1 尾花沢市 8 20 40.0
西 川 町 13 16 81.3 中 山 町 9 16 56.3 米 沢 市 ll 28 39.3
小 国 町 ll 15 73.3 新 庄 市 13 24 54.2 東 根 市 8 22 36.4
出 形 市 26 38 68.4 南 陽 市 ll 21 52.4 最 上 町 5 16 31.3
長 井 市 14 21 66.7 高 島 町 ll 22 50.0 大 江 町 5 16 31.3
舟 形 町 10 16 62.5 白 鷹 町 9 18 50.0 朝 日 町 5 16 31,3
大石田町 10 16 62.5 村 山 市 10 21 47.6 上 山 市 6 20 30.0
寒河江市 13 21 61.9 川 西 町 9 19 47.4 鮭 川 村 4 14 28.6
天 童 市 16 26 61.5 河 北 町 .9 20 45.0 大 蔵 村 3 14 21.4
(2) 回答議員の属性
次に､回答議員の年齢と通算在籍年数を見ておこう｡
1) 東南村山地域では､回答者68人中､25-39歳は0人0%､40-49
歳が3人4.9%､50-59歳が23人37.7%､60-69歳が27人44.3%､70
歳以上が8人13.1%､不明が7人と､50歳以上のシニア層がほとんど
であるが､在職年数では､2期日8年未満が24.6%と多く､1期日､
2期日議員が合計44.3%である｡西村山地域では､回答者45人中､25-
39歳は0人0%､40-49歳が1人3.3%､50-59歳が9人30.0%､60-
69歳が16人53.3%､70歳以上が4人13.3%､不明が6人となっており､
在職年数では､2期日8年未満が30.0%と多い｡北村山地域では､回
答者36人中､25-39歳は0人0%､40-49歳が3人7.7%､50-59歳
が17人43.6%､60-69歳が16人41.0%､70歳以上が3人7.7%､不明
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が5人で､在職年数では､2期日8年未満が28.2%と最も多い｡
2) 最上地域では､回答者56人中､25-39歳は1人2.0%､40-49歳が
2人4.0%､50-59歳が15人30.0%､60-69歳が19人38.0%､70歳以
上が13人26.0%､不明が6人で､高齢者が際だつ｡在職年数では､20
年以上が12人24.0%で最も多い｡
3) 東南置賜地域では､回答者43人中､25-39歳､40-49歳は0人0%､
50-59歳が19人50.0%､60-69歳が14人36.8%､70歳以上が5人
13.2%､不明が6人と､全員50歳以上であるO在職年数では､3期日
の議員が最も多く26.3%になる｡西置賜地域でも､回答者41人中､25-
39､40-49歳はどちらも1人2.8%､50-59歳が15人41.7%､60-69
歳が14人38.9%､70歳以上が5人13.9%､不明が4人である｡在職年
数では､3期日の議員が最も多く30.6%である｡
結局､今回のアンケートでは､回答議員は50歳代､60歳代が大半であ
るが､村山地域では2期日議員､最上地域では5期以上､置賜地域では
.3期日議員が回答者の中では多かった｡
表3-1 回答議員の属性 (東南村山) 不明7名
在籍年数年齢 ～4 4-8 8-12 12-16 16-20 20- 合 計 比率(%)
25-.39
40.-49 2 1 3 4.9
50- 59 4 8 2 5 3 1 23 37.7
60.- 69 6 4 3 4 3 7 27 44.3
70- 2 1 2 3 ･8 13.1
合 計 12 15 6 9 8 ll 61 100.0
表3-2 回答議員の属性 (西村山) 不明6名
在籍年数年齢 ～4 4-ノ8 8-12 12-16 16-20 20- 合 計 比率(%)
25- 39
40- 49 1 1 2 6.7
50- 59 5 2 2 3 12 40.Jd
60- 69 3 7 5 3 1 19 63.3
70- .2 2 1 5 16.7
合 計 4 12 9 5 2 5 38 126.7
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表3-3 回答議員の属性 (北村山) 不明5名
在籍年数年齢 ～4 4-8 8-12 12-16 16-20 20- 合 計 比率(%)
25- 39
40- 49 1 1 2 5.1
50- 59 1 5. 5 2 1 14 35.9
60- 69 3 2 1 2 2 3 13 33.3
70- 2 2 5.1
合 計 5 8 6 4 3 5 31 79.5
表3-4 回答議員の属性 (最上) 不明6名
在籍年数年齢 ～4 4-8 8-12 12-16 16-20 20- 合 計 比率(%)
25- 39 1 1 2.0
40- 49 1 1 2 p4.0
50- 59 7 3 1 2 2 15 30.0
60- 69 2 4 4 2 3 4 19 38.0
70- 2 3 2 6 13 26.0
合 計 ll 9 8 5 5 12 50 100.0
表3-5 回答議員の属性 (束南置賜) 不明6名
在籍年数年齢 ～4 4-8 8-12 12.-16 16-20 20- 合 計 比率(%)
25.-39
40.-49
50- 59 2 5 4 3 1 4 19 50.0
60- 69 1 4 4 1 3 1 14 36.8
70- 2 1 2 5 13.2
合 計 3 9 10 5 4 7 38 100.0
表3-6 回答議員の属性 (西置賜) 不明4名
在籍年数年齢 ～4 4-8 8-12 12′-16 16-20 20- 合 計 比率(%)
25- 39 1 1 2.8
40.-49 1 1 2.8
50- 59 4 4 3 3 1 15 41.7
60- 69 1 7 3 2 1 14 38.9
70- 1 2 2 ･5 13.9
合計 6 5 ll 8 5 1 36 100.0
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Ⅱ アンケート調査分析
1 市町村 (議会)の現状について
このセクションでは､市町村議会 ･議員の役割についての自己認識､
自治体の財政状況認識､自治体の緊急課題についての認識を､尋ねた0
(1) 市町村議会の役割について
間1は､市町村議会の役割について最も重要なものは何かを尋ねたち
のである｡
地方分権一括法の制定および地方自治法改正の主要テーマは､機関香
任事務の廃止による団体自治の強化であった｡これに伴って地方議会の
活性化方策が法制化されたかというと､議員の議案提出要件の緩和等､
非常に限定的なものにとどまったと言わざるをえない｡それでは､地方
分権が今後も推進されていく見通しのなかで､地方議会はどのような役
割を果たすべきと認識されているのだろうか｡
回答は､11項目の中から2つ以内で選択してもらった｡
東南村山､西村山､.北村山､最上､東南置賜､西置賜のどの地域にお
いても､｢①住民の声の市町村行政への反映｣が一番多く､第二位は､
｢③行財政のチェック｣である｡第三位については､地域ごとに異なって
おり､東南村山では ｢②地方分権時代に対応する地方自治の確立｣､西村
山では｢⑨市町村が直面する課題の解決｣､北村山では｢⑧地域の活性化｣､
最上地域では ｢②地方分権時代に対応する地方自治の確立｣､東南置賜で
は ｢⑤政策の優先順位の決定や政策の提言｣､西置賜では ｢④効率的･効
果的な行政の推進｣と､多様になる｡
地方議会が自治体において果たす役割としては､通常､住民の意見(声)
の代表と反映､行政に対する監視機能､政策討議による政策課題や優先
順位の明確化､条例の提案 ･制定等が挙げられる｡地方分権の推進に秦
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いて､ますます重要になってくるのが､政策討議による政策課題や優先
順位の明確化および条例の療案 ･制定であるが､これらの必要性の認識
の度合いはそれほど高くない｡｢⑤政策の優先順位の決定や政策の提言｣
が上位3つに入っている市町村は､表5のとおりで､7市町であるが､
山形市､村山市､米沢市､高島町の4市町で回答議員の50%を超えてい
るのが目に付く｡また､｢条例の提案･制定｣をあげる意見はどの地域に
おいても極端に少なかった｡これに対して､ ｢①住民の声の市町村行政
への反映｣が相変わらず多いが､旧来型議員からの脱皮は難しいようで
ある｡
表4 間1 市町村議会の役割 く地域別)
東 南 村 山 西 村 山 北 村 山 最 上
上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 %
① 52 77.6 ① 30 68.2 (D 27 77.1 ① 44 78.6
③ 34 52.2 ③ 25 56.8 ③ 19 54.3 ③ 28 50.0
② 26 38.8 ⑧ 16 36.4 ⑨ 12 34.3 ⑧ 27 48.2
東 南 置 賜 西 置 賜
上位3 実数 % 上位3 実数 %
(∋ 32 74.4 ① 25 61.0
③ 26 60.5 ③ 20 48.8
⑤ 22 51.2 ㊨ 17 41.5
備考 :①住民の声の市町村行政への反映､②地方分権時代に対応する地方自治の確立
③行財政のチェック､◎効率的 ･効果的な行政の推進､⑤政策の優先順位の決定や政策の提言
⑧地域の活性化､⑨市町村が直面する課題の解決
表5 市町村議会の役割 :政策提言
山 形 市 寒 河 江 市 村 山 市 米 派 市
上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 %
① 17 65.4 せ) ll 84.6 ① 6 60.0 ① 7 63.6
③ 15 57.7 ③ 8 61.5 ⑤ 5 50.0 ③ 7 63.6
⑤ 14 53.8 ⑤ 5 38.5 ⑧ 4 40●.0 ⑤ 7 63.6
南 陽 市 高 島 町 川 西 町
上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 %
(》 9 81.8 ⑤ 7 63.6 ① 10 100
③ 8 72.7 ① 6 54.5 ③ 6 60.0
⑤ 4 36.4 ③ 5 45.5 ⑤ 4 40.0
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(2) 市町村の財政状況について
間2では､市町村の財政状況について尋ねた｡
地方分権一括法の制定 ･施行時点において課題とされていたのが､財
源移譲の問題である｡これは､小泉内閣における三位一体の改革におい
て検討されたものであるが､周知のように､4兆円超の国庫支出金の整
理 ･廃止に対して3兆円の財源移譲が行なわれたにもかかわらず､自袷
体の裁量は高まらず､地域によっては､それほど増収となっていない自
治体もある｡他方､地方交付税交付金の削減は､小泉政権誕生以前から
始まっており､山形県においては､平成12年度の242,704百万円をピー
クに､平成16年度には189,875百万円に減少している｡山形県市町村に
おいても､180,620百万円から148,993百万円まで減少している｡他方で､
景気低迷もあって､県税､地方税も減少している｡
このような状況に対して､どの地域でも､｢非常に不安がある｣と ｢や
や不安がある｣と回答した議員は､90数%にのぼるが､地域ごとに違い
もある｡
表6 山形県･市町村の歳入(県税･地方税､地方交付税交付金､国庫支出金､県債 単位:盲万円)
山 形 県 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
県 税 112,843 114,580 108,647 113,779 111,648 96,083 95,941 97,243
地方交欄 交付金 202,387 213,006 232,798 242,704 229,474 220,118 203,542 189,875
国庫支 出金 151,238 151,238 143,038 129,909 130,109 107,314 103,401 94,685
山形県市町村 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
地 方 税 142,267 137,546 139,515 136,079 136,587 132,940 128,769 129,263
地方交付税交付金 158,882 167,660 179,186 180,620 171,684 162,320 152,810 148,993
国庫支 出金 37,193 44,181 55,873 31,298 32,023 32,966 33,155 31.833
(『山形県統計年鑑』より作成)
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1) 東南村山の場合､｢非常に不安がある｣は､回答者68人中19人の
28.4%であるが､西村山と北村山では､回答者45人中23人で52.3%､
回答者36人中18人の50.0%と ｢やや不安である｣を上回る｡東南村山
の場合､山形市､天童市等財政力指数が比較的高い都市部を含んでい
るからであり､この二市と山辺町では ｢やや不安である｣が圧倒的に
多い｡西村山では朝日町と大江町､北村山では東根市で､｢やや不安で
ある｣が上回る｡
2) 最上地域においては､｢非常に不安がある｣と回答した議員が回答
者56人中36人で64.3%と圧倒的に多い｡｢やや不安である｣は､18人､
32.1%である｡最上地域8市町村は､平成17年度において､新庄市が
財政力指数0.50に対して､どの町村も財政力指数0.20前後の地域であ
り､財政的危機認識が最も強く現れている｡
3) 東南置賜では､｢非常に不安がある｣と回答した議員は43人中27人
で62.8%､西置賜は41人中23人56.1%と､最上に次いで ｢非常に不安
がある｣が多い｡東南置賜では南陽市を除いた市町､西置賜では長井
市を除いた市町で､｢非常に不安がある｣が多い｡
以上のように､財政状況についての認識には､地域差があって､最上
地域と東南置賜､西置賜地域において､不安感は特に強いようである0
90.087654321
窯帝村山 西村山 北flLIJ JJ= 東南軍規 酉正規
zlL薫別こ不安 27.9 61.1 50.0 64.3 62.8 56.1B2.や争不安 66.2 44.4 4一.7 32.1 32.6 4一.5ロ旭丘88い 7.4 2.2 8.3 1.8 4.7 2.4Lbから帥 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.01鴨音 0.0 2.2 0.0 1.8 0.0 0.0
グラフ1-0 今後の財政状況(地域別)
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グラフ1-1 今後の財政状況く東南村山)
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グラフ1-2 今後の財政状況(西村山)
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グラフ1-4 今後の財政状況(最上)
90.0876543
■ ■ 匡-
20.01
封山市 文揖市 尾花沢市 大石fEl町 尤村山全件
ほ創二相 40.0 12.5 62.5 80.0 50.0
■1やや頼 40.0 75.0 37.5 20.0 41.7
1見取帥 20.0 2ー.5 0.0 0.0 8.3
tわ女ら帥 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
グラフ1-3 今後の財政状況(北村山)
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米沢市 南陽市 高畠町 西町 Ⅰ中書u皇ヰ
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グラフ1-5 今後の財政状況(東南置賜)
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長井市 小四PT 白虎町 任免町 石亙属全拝
口は創こ不安 2B.6 72.7 66.7 7.4 56.1
Biやや不安 64.3 27.3 33.3 2 6 4一.6
1朗的い 7.1 0.0 0.0 .0 2.4
ロー抄ら帥 0.0 0.0 0.0 0 0.0
グラフ1-6 今後の財政状況(西置賜)
(3) 居住市町村が直面する緊急かつ重要な課題
間3では､居住市町村が直面する緊急かつ重要な課題を5つ以内で選
択してもらった｡
言うまでもなく､分権化の進行は､様々な地域課題に対する地方自袷
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体の対応能力の強化を必要とするが､地方自治体が自律性を高めていく
うえで､何が緊急の地域課題となっているかを尋ねたものである｡
1) 東南村山地域では､｢児童福祉 ･子育て支援策｣､｢年金､介護､高
齢者福祉など高齢者対策｣､｢担い手対策を含め､琴林水産業の振興策｣､
｢商店街振興や企業誘致､観光地づくりなど商工観光業の振興｣が上位
を占める｡西村山地域では､｢担い手対策を含め､農林水産業の振興
策｣が1位で､｢児童福祉 ･子育て支援策｣､｢商店街振興や企業誘致､
観光地づくりなど商工観光業の振興｣､｢年金､介護､高齢者福祉など
高齢者対策｣の順である｡北村山では､｢定住促進対策｣が1位で､｢担
い手対策を含め､農林水産業の振興策｣､｢児童福祉 ･子育て支援策｣､
｢年金､介護､高齢者福祉など高齢者対策｣､｢商店街振興や企嚢誘致､
観光地づくりなど商工観光業の振興｣の順となる｡
子育てと福祉優先か､農林水産業や商事観光業の振興優先かで､若
干地域差があるようである｡
2) 最上地域では､｢児童福祉･子育て支援策｣が1位､｢担い手対策を
含め､農林水産業の振興策｣､｢雇用対策｣､｢商店街振興や企業誘致､
観光地づくりなど商工観光業の振興｣､｢年金､介護､高齢者福祉など
高齢者対策｣と続く｡
3) 東南置賜地域では､｢年金､介護､高齢者福祉など高齢者対策｣､｢商
店街撮興や企業誘致､観光地づくりなど商工観光業の振興｣､｢担い手
対策を含め､農林水産業の振興策｣､｢児童福祉 ･子育て支援策｣､｢病
院運営や保健･医療体制｣の順､西置賜では､｢商店街振興や企業誘致､
観光地づくりなど商工観光業の振興｣､｢担い手対策を含め､農林水産
業の振興策｣､｢児童福祉 ･子育て支援策｣､｢年金､介護､高齢者福祉
など高齢者対策｣の順で､｢雇用対策｣､｢定住促進対策｣が続く｡∵
地域によって優先課題は多様に認識されているが､｢児童福祉･子育
て支援策｣､｢年金､介護､高齢者福祉など高齢者対策｣､｢担い手対策を
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含め､農林水産業の振興策｣､｢商店街振興や企業誘致､観光地づくりな
ど商工観光業の振興｣はどの地域でも優先度が高く､他に ｢定住促進対
策｣､｢病院運営や保健 ･医療体制｣が重要課題となっているのが目を引く0
表7 間3 重要課題
東 南村 山 西 村 山 北 村 山 最 上
上位5 実数 % 上位5 実数 % 上位5 実数 % 上位5 実数 %
(D 45 67.2 ⑧ 27 61.4 @ 22 62.9 (丑 36 64.3
◎ 42 62.7 ① 26 59.1 ⑧ 21 60.0 ⑧ 35 62.5
⑧ 37 55.2 ⑨ 23 52.3 ① 15 42.9 ⑬ 34 60.7
⑨ 36 53.7 ② 20 45.5 @ 15 42.9 ⑨ 31 55.4
⑤ 28 41.8 ③ 17 38.6 ⑨ 15 42.9 ② 29 51.8
⑧ 17 38.6 ⑬ 15 42.9
N=67 N=45 N=36 N=56
東 南 置賜 西 置 賜
上位5 実数 % 上位5 実数 %
② 27 62.8 ⑨ 28 68.3
@ 27 62.8 ⑧ 24 58.5
⑧ 25 58.1 +(刀 19 46.3
① 19 44.2 ② 15 36.6
③ 18 41.9 ㊨ 15 36.6
⑪ 15 36.6
備考 :①児童福祉 ･子育て支援策､②年金､介護､高齢者福祉など高齢者対策､③病院運営や保健 ･医
療体制､⑤自然環境保全やゴミ処理など環境保全策､⑧担い手対策を含め､農林水産業の振興策､
⑨商店街振興や企業誘致､観光地づくりなど商工観光業の振興､
⑲雇用対策､⑧克雪 ･利雪対策､⑪定住促進対策
東南村山
山 形 市 上 山 市 天 童 市 山 辺 町 中 山 町
上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 %
㊨ 21 80.8 ① 4 80.0 ② 14 87.5 ⑨ 8 72.7 ㊨ 7 77.8
② 15 57.7 ⑧ 4 80.0 ① 13 81.3 ② 6 54.5 ⑧ 6 66.7
@ 15 57.7 ⑨ 4 80.0 ③ 12 75.0 ⑤ 6 54.5 ⑳ 5 55.6
⑧ 14 53.8 ② 3 60.0 ⑨ 9 56.3 ⑧ 6 54.5 任) 4 44.4
寒河江 市 河 北 町 西 川 町 顔 日 町 大 江 町
上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 %
(ら 8 61.5 ① 8 88.9 ⑧ ll 84.6 (ら 4100.0 ① 3 60.0
⑨ 8 61.5 ⑧ 7 77.8 ⑫ 10 76.9 ⑨ 3 75.0 ⑳ 3 60.0
② 7 53.8 ② 4 44.4 ⑧ 7 53.8 ② 2 50.0 ② 2 40.0
③ 6 46.2 @ 4 44,4 ③ 6 46.2 @ 2 50.0 @ 2 40.0
⑧ 6 46.2 ⑨ 4 44.4 ⑨ 6 46.2 ⑧ 2 50.0 ⑦ 2 40.0
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北 村 山
村 山 市 東 根 市 尾花沢市 大石 田町
上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 %
② 5 50.0 ⑧ 5 71.4 ⑪ 8 100 ⑧ 7 70.0
⑤ 5 50.0 ① 4 57.1 ⑧ 7 87.5 ① 6 60.0
⑨ 5 50.0 ② 4 57.1 ⑨ 5 62.5 ⑧ 6 60.0
⑬ 5 50.0 ③ 3 42.9 ⑳ 5 62.5 ⑧ 5 50.0
新 庄 市 金 山 町 舟 形 町 最 上 灯 真室川町
上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 %
@ 10 76.9 ② 3 100 ⑧ 7 70,0 ⑨ 5 100 ⑧ 9 90.0
㊨ 10 76.9 ③ 3 100 ① 6 60.0 ① 3 60.0 ⑳ 9 90.0
@ 9 69.2 ⑳ 3 100 ⑳ 6 60.0 ⑧ 3 60.0 ③ 8 80.0
① 7 53.8 ① 2 66.7 ⑨ 5 50,0 ② 2 40.0 (む 6 60,0
大 蔵 村 鮭 川 村 戸 沢 村
上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 %
① 3 100 ② 3 75.0 ① 8 100
② 2 66.7 ⑳ 3 75.0 @ 6 75
⑧ 2 66.7 ⑥ 2 50.0 ⑳ 6 75
⑨ 2 66.7 ⑧ 2 50.0 ② 4 50
⑧ 2 66.7 ① 1 25.0 ⑧ 4 50
米 沢 市 南 陽 市 高 島 町 川 西 町
上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 % 上位5実数 %
③ 8 72.7 ② 10 90.9 ③ 9 81.8 ⑧ 9 90.0
⑨ 8 72.7 ⑨ 8 72.7 ⑧ 6 54.5 @ 7 70.0
② 7 63.6 ⑧ 7 63.6 ② 5 45.5 ① 6 60.0
@ 7 63.6 ⑧ 6 54.5 ⑨ 4 36.4 ② 5 50.0
(9 5 45.5 ① 5 45.5 ① 3 27.3 ⑳ 5 50.0
長 井 市 小 国 町 白 鷹 町 飯 豊 町
上位3実数 % 上位3実数 % 上位3実数 % 上位3実数 %
⑨ 10 71.4 ⑨ 9 81.8 ⑳ 6 66.7 ⑧ 6 85.7
⑧ 7 50.0 ⑧ 6 54.5 ① 5 55.6 ⑧ 5 71.4
(丑 6 42.9 ⑧ 5 45.5 ⑧ 5 55.6 ① 4 57.1
② 6 42.9 ① 4 36.4 ⑨ 5 55.6 ⑨ 4 57.1
⑧ 5 35.7 ② 4 36.4 ⑱ 5 55.6 ② 2 28.6
備考 :①児童福祉 ･子育て支援策､②年金､介護､高齢者福祉など高齢者対策､③病院運営や保健 ･医
療体制､⑧担い手対策を含め､農林水産業の振興策､⑨商店街振興や企業誘致､観光地づくりな
ど商工観光業の振興､⑳雇用対策､⑳克雪 ･利雪対策､⑬まちづくりや地域間交流など地域振興
策､⑧定住促進対策､⑰学校やスポーツ施設 ･文化施設の再編 ･整備､生涯学習活動の充実など
教育 ･文化 ･体育振興策､⑳広域行政の推進
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2 広域行政について
このセクションでは､様々な地域課題に対応するにあたり､広域行政
を強化する方向で対処することが行われてきたが､それで十分なのか､
改革課題は何か等を尋ねてみた｡
(1) 現在の広域行政について
間4では､現在市町村で行われている消防やごみ処理など一部の行政
事務の事務組合等による広域的なサービスの提供 (事務の共同処理)を
中心とした､現在の広域行政について尋ねた｡
1)東南村山地域では､｢問題があると恩う｣は､回答者68人中36人で
52.9%､西村山地域では､回答者45人中32人で71.1%､北村山地域で
は､回答者36人中17人で47.2%となっており､｢問題があると思う｣
比率は西村山地域で高い｡
東南村山地域の市町村のうち､｢問題があると思う｣比率が高いのは､
上山市､山辺町､天童市であるが､｢問題がある理由｣としては､連絡
調整や意思決定に時間がかかるという意見が多い｡これに対して､西
村山地域では､回答 ｢問題があると思う｣32人中､｢③現在の構成市
町村の財政状況では､一部事務組合等の維持に支障が生じるおそれが
ある｣が19人で59.4%､全回答者45人中42.2%と高い｡
2) 最上地域では､｢問題があると思う｣とする回答者は､全市町村に
おいて高率で､回答者56人中45人80.4%で､6地域のうち最も高い.
そして､｢問題があると思う｣とする回答者のうちで､｢③現在の構成
市町村の財政状況では､一部事務組合等の維持に支障が生じるおそれ
がある｣が35人で77.8% (回答者56人中の62.5%)に昇る｡財政事情
の圧迫を理由とする回答が顕著である｡
3) 東南置賜地域では､｢問題があると思う｣とする回答者は43人中24
人55.8%で､東南村山地域よりやや高い｡｢問題があると思う｣とする
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回答者24人のうちで､｢②住民に対する責任の所在が不明確になる｣
が12人50.0%(全回答者中27,9%)で最も多いO西置賜地域では､｢問
題があると思う｣とする回答者は41人中19人46.3%と最も低く､｢問
題はないと思う｣は17人41.5%で括抗している｡｢問題があると思う｣
とする回答者19人のうちでは､｢②住民に対する責任の所在が不明確
になる｣が13人68.4% (全回答者中では31.7%)で最も多い｡東南置
賜地域でも､西置賜地域でも､財政事情については､それほど深刻に
とらえていないようである｡●
いずれにしても､現在の一部事務組合等による広域行政については､
最上地域､村山地域特に西村山地域においては､問題視する意見が多い
が､その他の地域では､それほどでもない｡
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グラフ2-2 今後の財政状況(西村山)
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グラフ2-6 今後の財政状況(西置賜)
(2)今後の広域行政について
前項でみたように､現行の広域行政に問題ありとするならば､今後の
広域行政のあり方はどのように考えられているのだろうか｡間5では､
今後の広域行政について､尋ねてみた｡
1) 東南村山地域では､最も多いのは､｢国や県から直接権限移譲を受
けられ､総合的かつ計画的に広域行政を展開できるなど､現在の一那
事務組合に比べ､より機能が充実されている広域連合を設立する｣が
回答者68人中27人で39.7%､次いで ｢市町村合併の推進｣が23人で
33.8%である｡広域連合をあげる意見は天童市に多く､市町村合併の
推進をあげる意見が多いのは､上山市､山辺町､中山町で､山形市は
両意見が括抗している｡
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西村山では､｢市町村合併の推進｣が最も多く､回答者45人中16人
で35.6%､次いで 丁現在の一部事務組合等で共同処理する事務を増や
す｣9人20.0%､｢広域連合を設立する｣7人15.6%である｡｢市町村合
併の推進｣をあげる意見は西川町､寒河江市に比較的多い｡
北村山では､｢広域連合を設立する｣と ｢市町村合併の推進｣が回答
者36人中9人､同率で25.0%である｡特徴的な方向性が見えにくい｡
2) 最上地域では､｢市町村合併の推進｣が圧倒的に多く回答者56人中33
人58.9%､次いで ｢広域連合を設立する｣が9人16.1%である｡最上
町､大蔵村を除uて､どの市町村も ｢市町村合併の推進｣が多い｡
3) 東南置賜地域では､｢広域連合を設立する｣が最も多く､回答者43人中
15人34.9%､次いで ｢市町村合併の推進｣が12人27.9%となっている｡
｢広域連合｣が多いのは､南陽市､高島町で､｢市町村合併の推進｣が多
いのは川西町､米沢市である｡西置賜地域では､｢市町村合併の推進｣が
最も多く､回答者41人中13人31.7%､次いで､｢広域連合を設立する｣と
｢組織強化と効率化｣が7人17.1%である｡｢市町村合併の推進｣が多いの
は､長井市､飯豊町､｢広域連合を設立する｣が多いのは小国町である｡
｢市町村合併｣か ｢広域連合｣かで､各地域､市町村の特徴が出て来て
いる｡
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グラフ3-0 今後の財政状況 (地域削)
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グラフ3-6 今後の財政状況(西置賜)
(3) 今後必要とされる事務の共同処理について
間6では､間5で2､3または4と答えた議員に､今後どのような行
政分野で事務の共同処理に取り組んだらよいかを尋ねた｡この点も､市
町村ごとに多様であるが､地域ごとに見ておこう｡
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表8 間6 今後必要な共同処理事務
東南 村 山 西 村 山 北 村 山 最 上
上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 %
(丑 18 51 ⑨ 7 37 ① 13 72 ⑧ 8 47
@ 14 43 @ 7 37 ⑫ 6 33 ⑨ 6 40
東 南置 賜 西 置 賜
上位3 実数 % 上位3 実数 %
① 14 67 ⑨ 7 35
@ 8 38 ⑧ 7 35
⑨ 6 29 ⑥ 7 35
… ⑧ 6 29 ⑱ 7 35
備考 :①防災､消防及び救急､⑤病院の設置 ･管理運営､⑧徴税事務､⑨介護保険事務､⑧国民健康保
険事務､⑥福祉施設の設置 ･管理運営､⑰スポーツ･文化施設の設置､管理運営､⑱まちづくり
や地域間交流など地域振興策
1) 東南村山地域では､回答者36人中 ｢①防災､消防及び救急｣が19人
52.8%､次いで ｢⑧国民健康保険事務｣が16人42.9%､｢⑨介護保険事
務｣が10人25.7%である｡西村山では､｢⑨介護保険事務｣､｢⑧国民
健康保険事務｣､｢⑤病院の設置 ･管理運営｣､北村山では､回答者18
人中 ｢①防災､消防及び救急｣が13人72.2%と多く､｢⑧国民健康保
険事務｣､｢⑱まちづくりや地域間交流など地域振興策｣が次いでいる｡
2) 最上地域では､｢⑧国民健康保険事務｣､｢⑨介護保険事務｣､｢⑧徴
税事務｣が比較的多い｡
3) 東南置賜地域では､｢①防災､消防及び救急｣が回答者21人中14人
66.7%と最も多く､他に ｢⑧国民健康保険事務｣､｢⑨介護保険事務｣､
｢⑰スポーツ･文化施設の設置､管理運営｣が挙げられる｡西置賜地域
では､｢⑨介護保険事務｣､｢⑧国民健康保険事務｣､｢⑥福祉施設の設
置･管理運営｣､｢⑱まちづくりや地域間交流など地域振興策｣があがっ
ている｡
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3.市町村合併について
このセクションでは､地方自治体の自治能力を強化する一つの手段と
しての市町村合併をテーマとして尋ねてみた｡
(1) 市町村合併の必要性について
間7は､議員が居住している市町村合併の必要性について尋ねたもの
である｡
1) 東南村山地域では､｢市町村合併は必要だと思う｣が圧倒的に多く､
回答者68人中54人80.6%であるが､｢平成22年3月までに必要だと思
う｣つまり ｢合併新法期限内に必要｣とする回答は14人で全回答者の
20.9%にとどまり､｢将来的に必要｣が34人50.7%である｡｢市町村合
併は必要ないと患う｣は14人20.9%と多くない｡市町村別では､｢合
併新法期限内に必要｣とする意見は中山町､山辺町に比較的多いが､
天童市では ｢必要ない｣が半数である｡
西村山地域､北村山地域でも､東南村山地域と同様に､｢市町村合併
は必要だと恩う｣は､回答者45人中34人77.3%､回答者36人中31人
88.6%と多いが､｢合併新法期限内に必要｣とする意見は西村山で10
人22.7%である｡
2) 最上地域では､｢市町村合併は必要だと思う｣が圧倒的に多く回答
90.087654,32〇一 l+高村LJ 石村LF tHL A上 1市14 ilも全件
79.4 75.6 86.ー 82.1 58.1 73.2
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qLB的い 20.6 之 .ー 8.9 34.9 22
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グラフ4-0 今後の財政状況 (地域削)
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グラフ4-1 今後の財政状況(東村山)
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グラフ4-6 今後の財政状況(西置賜)
者56人中46人82.1%であるが､｢合併新法期限内に必要｣は16人28.6%
で回答者の3割に満たない｡
3) 東南置賜地域では､｢市町村合併は必要だと思う｣は回答者43人中25
人58.1%で､6地域の中で最も低い｡特に､高島町では ｢市町村合併
50
｢分権化時代の地方自治体の将来像に関する市町村議会議員意識調査｣報告- 北川
は必要ないと思う｣が11人中6人54.5%と最も多い｡西置賜地域では､
｢市町村合併は必要だと思う｣は回答者41人中30人73.2%で､｢合併新
法期限内に必要｣は8人19.5%で2割に満たない｡
(2) 合併が必要な理由について
間8では､間7で ｢1 市町村合併は必要だと思う｣と答えた議員に､
その理由を尋ねたものであるが､どの地域でも､｢②行財政基盤の強化を
図る必要があるから｣が多く､はかに ｢①市町村を越えて広域的なまち
づくりを進める必要があるから｣､｢③少子化､高齢化が進み､地域の活
力が低下するから｣が多い｡東南置賜において､｢①市町村を越えて広域
的なまちづくりを進める必要があるから｣が1位になっているのが異な
るくらいで､地域の違いはほとんどない｡
表9 閉8 合併が必要な理由
東南村 山 西 村 山 北 村 山 最 上
上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 %
② 43 81.1 ② 30 96.8 ② 24 77.4 ② 36 82.1
(ら 41 77.4 (丑 26 83.9 ① 15 48.4 ㊨ 21 37.5
東南置賜 西 置 賜
上位3 実数 % 上位3 実数 %
① 21 84.0 @ 22 73.3
② 17 68.0 ③ 22 73.3
③ 13 52.0 ① 18 62.0
備考 :①市町村を越えて広域的な視点からまちづくりを進める必要があるか､②行財政基盤の強化を図
る必要があるから､③少子化､高齢化が進み､地域の活力が低下するから
(3) 合併が不必要な理由について
間9では､間7で ｢2 市町村合併は必要ないと患う｣と答えた議負
に､その理由を尋ねた｡この点もほとんど地域差はなく､｢②住民の声が
届きにくくなり､住民サービスの低下につながるから｣が多く､次いで｢①
合併の効果が期待できないから｣､｢④合併により中心地以外の地域がさ
びれるおそれがあるから｣が際だつ｡
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表10 間9 合併が不必要な理由
東南村 山 西 村 山 〕ヒ 村 山 義 上
上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 %
@ 12 85.7 ② 10 100 ② 5 100 ㊨ 5 100
@ 9 64.3 ① 7 78 @ 5 100 ① 3 60.0
⑤ 6 42.9 ㊨ 7 78 ① 3 60.0 ② 3 60.0
東南置貝易 西 置 月寡
上位3 実数 % 上位3 実数 %
① 10 66.7 ① 6 66.7
@ 10 66.7 ② 6 66.7
備考 :①合併の効果が期待できないから､②住民の声が届きにくくなり､住民サービスの低下につなが
るから､③地域の個性や住民の一体感が失われるおそれがあるから､◎合併により中心地以外の
地域がさびれるおそれがあるから､⑤現在住んでいる市町村の面積や人口が適当であるから
(4) ｢山形県市町村合併推進構想｣の認知
間10では､平成18年3月に山形県で策定した ｢山形県市町村合併推進
構想｣の内容について知っているかどうかを尋ねた｡｢山形県市町村合併
推進構想｣では､村山地域は､｢県都3市2町 (山形市､上山市､天童市､
中山町､山辺町)｣､｢西村山1市3町 (寒河江市､西川町､朝日町､大江
町)｣､｢西 ･北村山3市2町 (村山市､東根市､尾花沢市､河北町､大石
田町)｣の3地域にするという合併構想であり､置賜地域は3市5町､最
上地域は1市7町村の広域合併が構想されている｡
回答は表11のとおりで､どの地域も､8-9割の議員は ｢①具体的に
知っている｣か ｢②概要は知っている｣ということになる｡
表日 間10 山形県市町村合併推進構想の認知
東南村山 西 ヰ寸 山 北 村 山 最 上 東南置賜 西 置 賜
実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %
1.具体的に知っている 3044.8 2147.7 10 28.6 17 30.4 15 34.9 16 39.0
2.概要は知っている 3349.3 1636.4 19 54.3 24 42.9 25 58.1 1741.5
3.策定されたことは知っている 4 6.0 7 15.9 7 20.0 12 21.4 1 2.3 8 19.5
(5) ｢山形県市町村合併推進構想｣で示された具体的な組合せについて
間11では､｢山形県市町村合併推進構想｣で示された具体的な組合せ
に関して､議員が居住している市町村に関する組合せをどのように考え
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ているかを尋ねた｡
1)東南村山地域では､賛成が回答者68人中39人58.2%､一部反対は9
人13.4%､反対は17人25.4%である｡天童市では反対が17人中10人
62.5%にのぼるが､それ以外の市町では､賛成は半数を上回っている｡
一部反対､反対の理由では､天童市が ｢県都3市2町｣合併に入って
いることへの違和感が多い｡
西村山では､賛成が回答者45人中15人33.3%､一部反対は17人
37.8%､反対は12人26.7%で､一部反対が最も多い｡その理由として
は､河北町が ｢西村山合併構想｣に入っていないことへの違和感が多い｡
北村山では､賛成が回答者36人中18人50.0%､一部反対が7人
19.4%､反対は8人22.2%で､賛成が半数を超える｡しかし､東根市
と尾花沢市では賛成は少なく､一部反対､反対の理由として､天童市､東
根市､河北町の合併､尾花沢市､大石田町の合併組み合わせをあげる
意見がある｡
2) 最上地域では､賛成が回答者56人中40人71.4%と圧倒的に多く､一
部反対､反対はともに5人8.9%にすぎない｡1市7町村の広域合併が
支持されていると言える｡
3) 東南置賜地域では賛成が回答者43人中17人39.5%､西置賜でも賛成
は回答者41人中16人39.0%で､4割に満たない｡東置賜では､川西町
で賛成が半数を超えるが､高島町では反対が11人中5人45.5%､南陽
市では一部反対と反対が大半である｡西置賜地域では､飯豊町では賛
成が半数を超えるが､白鷹町では反対が多くなる｡東南置賜地域､西
置賜地域で､一部反対､反対の理由は､置賜1市は時期尚早で､東西
二区分から出発した方がよいという意見が多い｡
以上のように､｢山形県市町村合併推進構想｣に示された組み合わせ案
に対する賛成は､最上地域を除けばそれほど賛成は多くない｡東南村山
地域では､天童市を組み込んだ3市2町合併への違和感がある｡西村山
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地域では､河北町を北村山に組み入れることへの違和感がある｡北村山
地域では､村山市､東根市､尾花沢市の足並みが揃っていない｡置賜で
は､二区分からスタートすることも一つの選択肢に思えるO
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(6) 市町村合併を進める場合の解決すべき課題について
間12は､市町村合併を進めるとした場合､解決すべき課題を3つ以内
で答えてもらった｡この点についても､地域差はない｡
6地域において､1位は ｢③合併市町村内の中心部と周辺部に地域格
差が生じないようにすること｣である｡次いで､地域によって順位に逮
いがあるが､｢①住民の意見を施策に反映させ,きめ細やかな行政サービ
スをすること｣､｢②地域の独自性の保持と､地域の歴史､文化､伝統な
どの維持 ･保全｣が多い｡
表12 圃12 合併推進の課題
東南村 山 西 村 山 北 村 山 最 上
上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 % 上位3 実数 %
③ 45 67.2 ③ 36 85.4 ③ 24 68.6 @ 42 75,0
① 41 61.2 ① 28 63.4 ① 22 62.9 ① 29 51.8
東 南置賜 西 置 賜
上位3 実数 % 上位3 実数 %
③ 25 58.1 ③ 35 85.4
② 22 51.2 ② 26 63.41
① 19 44.2 (∋ 20 48.8
備考 :①住民の意見を施策に反映させ､きめ細やかな行政サービスをすること
②地域の独自性の保持と､地域の歴史､文化､伝統などの維持 ･保全
③合併市町村内の中心部と周辺部に地域格差が生じないようにすること
55
法政論叢- 第37･38合併号(2007)
(7) 市町村議会議員の数について
合併問題において焦点になってきたのが､合併後の議員の身分問題で
ある｡間13の①では､この点に関して､仮に､市町村合併を行った場合
市町村議会議員の数について適当と患うものについて尋ねた｡
東南村山では､｢定数特例｣と ｢特例措置は必要ない｣が両方とも回答
者68人中19人2'7.9%､｢在任特例｣16人23.9%の順で多い.西村山では､
｢特例措置は必要ない｣が回答者45人中19人42.2%で最も多く､次いで
｢定数特例｣14人31.1%､｢在任特例｣8人17.8%である｡北村山では､
｢特例措置は必要ない｣が回答者36人中14人38.9%､｢在任特例｣10人
27.8%､｢定数特例｣5人13.9%の順となっている｡
最上地域では､｢特例措置は必要ない｣が回答者56人中22人39.3%､
｢在任特例｣14人25.0%､｢定数特例｣12人21.4%である｡
東南置賜地域では､｢在任特例｣が回答者43人中15人34.9%､次いで
｢定数特例｣12人27.9%､｢特例措置は必要ない｣9人20.9%である｡西
置賜では､｢特例措置は必要ない｣が回答者41人中20人48.8%､次いで
｢定数特例｣8人19.5% ｢在任特例｣7人17.1%となっている｡
クロス集計は示さないが､だいたいにおいて､間7における合併必要
派が多い地域では､｢特例措置は必要ない｣とする意見が強くなるようで
ある｡
表13 間13-(D 議員数
東南村山 西 村 山 北 村 山 最 上 東南置賜 西 置 賜
実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %
1.定数特例 19 28.4 14 31.8 5 14.3 12 21.4 12 27.9 8 19.5
2.在任特例 16 23.9 8 18.2 1028.6 14 25.0 15 34.9 7 17.1
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(8) 地域審議会､地域自治区､合併特例区
合併後の新市長では､合併特例法にしたがって､地域審議会､地域自治
区､合併特例区の設置による自治体内分権化が導入されるケースが多い｡
間13の(参では､地域審議会､地域自治区､合併特例区の設置について
どのように考えているかを尋ねた｡
この点もほとんど地域差はなく､6地域において､1位は ｢地域審議
会を設置するのがよい｣である｡2位になると地域差が出てくる｡
東南村山地域､北村山地域､最上地域､東南置賜地域では､｢地域審議
会､地域自治区､合併特例区のいずれも設置しないのがよい｣が2位で
あるO西村山､西置賜では､｢地域自治区｣が2位となる｡
概ね ｢地域審議会｣設置の方向は支持されているように患われる｡
表14 間13-② 地域審議会 ･地域自治区 ･合併特例区
東南村山 西 村 山 北 村 山 最 上 東南置賜 西 置 賜
実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %
1.地域審議会 28!1.8 1943.2 1337.1 2137.5 1329.5 1741.5
2.地域自治区 5 7.5 7 15.9 2 5.7 8 14.3 715.9 10 24.4
3.合併特例区 4 6.0 7 15.9 ●720.0 8 14.3 7 15.9 6 14.6
4.いずれも設置しない 2131.3 4 9.1 7 20.0 1323.2 920.5 4 9.8
4.市町村の将来像について
このセクションでは､将来の分権型社会の構築に耐えうる自治体の刺
造において必要と患われる点を中心に尋ねた｡
(1) 市町村の人口規模について
間14では､基礎的自治体として､市町村の人口規模はどの程度が適正
と考えるかを尋ねた｡もちろん､自立可能な基礎自治体は多様な変数の
組み合わせによって考えるのが普通で､人口規模だけを取り出すのは早
純化のそしりを免れないが､一時的接近としては許容されよう0
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この点については､当然のことながら､現実的可能性の考慮が入って
くるから､居住地域､市町村ごとに適正規模の考え方も異なる｡
1) 東南村山地域では､｢30万人以上50万人未満｣が最多で､回答者68
人中34人50.0%である｡天童市だけが_｢5万人以上10万人未満｣とい
う意見が17人中9人56.3%と過半数である｡
西村山地域では､｢10万人以上20万人未満｣が最多で､回答者45人
中16人35.6%､次いで ｢5万人以上10万人未満｣が14人31.1%と二分
されている｡｢10万人以上20万人未満｣が多いのが河北町､｢5万人以
上10万人未満｣が多いのが朝日町であり､.大江町では ｢1万人以上3
万人未満｣が多いのが際だつ｡
北村山地域では､｢10万人以上20万人未満｣が最多で､回答者36人
中13人36.1%であるが､｢5万人以上10万人未満｣､｢3万人以上5万
人未満｣も20%を超える｡｢10万人以上20万人未満｣が多いのが村山
市､-大石田町､｢5万人以上10万人未満｣が東根市､｢3万人以上5万
人未満｣が尾花沢市と分裂状態である｡
2) 最上地域では､｢5万人以上10万人未満｣が回答者56人中26人46.4%
と最も多い｡次いで ｢10万人以上20万人未満｣が13人23.2%である｡
最上地域8市町村の人口が約9万人であることが､反映されている0
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グラフ6-6 今後の財政状況(西置賜)
3) 東南置賜地域では､｢10万人以上20万人未満｣が最多で､回答者43
人中16人37.2%､｢5万人以上10万人未満｣と ｢20万人以上30万人未
満｣がともに7人16.3%である｡･西置賜地域では､｢5万人以上10万
人未満｣が回答者41人中16人39.0%で最多である｡東南置賜地域､西
置賜地域の市町村においては意見が拡散的である｡
(2) 今後進めるべき行財政対策について
間15では､議員が居住している市町村が今後進めるべき行財政対策に
ついて尋ねた｡もちろん､自立した自治体を形成するために緊要と考え
られる行財政対策である｡
どの地域でも､｢①職員定数や給与等の見直し｣と ｢⑦歳入確保対策｣が
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上位を占めるのは､当然であろうが､この二つ以外では地域差が出てくる｡
東南村山地域では､｢③国や県からの権限移譲｣が1位で､回答者68
人中36人53.7%､西置賜､東南置賜､最上､西村山では､｢民間委託の
推進｣が上位になっていることが日を引く｡
やはり､小規模市町村の多い地域では､｢歳入確保対策｣や ｢職員定数や
給与等の見直し｣､｢民間委託の推進｣の順位が高く､都市規模の大きい山
形市等を含む東南村山地域では､｢国や県からの権限移譲｣の順位が高い｡
表15 間15 今後の行財政課題
東 南 村 山 西 村 山 北 村 山 最 上
上位5 実数 % 上位5 実数 % 上位5 実数 % 上位5 実数 %
③ 36 53,7 ⑦ 28 63.6 ⑦ 25 71.4 伝) 38 67.9
① 26 38.8 ① 22 50.0 ① 18 51.4 @ 38 67.9
⑦ 25 37.3 ⑧ 18 40.9 ⑨ 10 28.6 ⑱ 25 44.6
⑧ 22 32.8 ㊨ 18 40.9 ② 9 25.7 ② 20 35.7
⑧ 22 32.8 @ 15 34.1 ③ 9 25.7 ③ 20 35.7
⑧ 22 32.8 ③ 15 34.1 ⑳ 9 25.7
東 南 置 賜 西 置 賜
上位5 実数 % 上位5 実数 %
(》 24 55.8 ① 27 65.9
⑦ 18 41.9 ⑥ 22 53.7
⑧ 18 41.9 @ 19 46.3
③ 15 34.9 ⑨ 12 29.3
備考 :①職員定数や給与等の見直し､②議員定数や報酬の見直し､③国や県からの権限移譲､⑦歳入確
保対策､⑨公共工事コストの見直し､⑧行政サービスの範囲と受益者負担の見直し､⑧民間委託
の推進､⑧補助金等の整理合理化
(3)､住民の市町村政への参画
間16では､議員が居住している市町村で､今後､住民が市町村政へ参
画するためにはどのようなことが必要と考えているかを尋ねた｡この点
でも､地域差はなく､｢①議会や行政に関する情報の公開と共有｣､｢②市
民の権利と責任､まちづくりの基本原則､-自治体の責務等を規定した
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『自治基本条例』の制定｣が多い｡これらに次ぐのは､｢地区協議会等を
まちづくりの基本単位とする 『自治体内分権』の推進｣である｡
｢議会や行政に関する情報の公開と共有｣がどの地域でもトップに来る
のは当然とも言えるが､｢『自治基本条例』の制定｣や ｢『自治体内分権』
の推進｣に対する必要性の認識も少なからずあることも注意して良い0
また､｢住民投票制度の導入｣についてはやはり低いが､｢NPOの支援と
育成｣も低かったことは意外でもあった｡
表16 間16 住民参画のために必要なこと
東 南村 山 西 村 山 北 村 山 最 上
上位2 実数 % 上位2 実数 % 上位2 実数 % 上位2 実数 %
① 38 56.7 (参 28 63.6 ② 18 51.4 ① 38 67.9
③ 35 52.2 ◎ 21 47.7 (丑 15 42.9 ② 25 44.6
東 南 置賜 西 置 賜
上位2 実数 % 上位2 実数 %
(丑 24 55.8 (》 21 51.2
備考 :①議会や行政に関する情報の公開と共有､②市民の権利と責任､まちづくりの基本原則､自治体
の責務等を規定した ｢自治基本条例｣の制定
結びにかえて
今回のアンケート調査を通じてわかったことを､市町村合併問題を中
心に若干ふれて､しめくくることにしたい｡
まず､市町村合併の成否は ｢議員の問題｣と言われてきたように､読
員の身分にかかわる問題であるために､概して議員は消極的なようであ
るが､地方分権一括法施行後6年を経過し､今第二次分権改革が推進さ
れようとしているこの時期にあっても､合併による広域的自治体形成に
は消極的な姿勢が見られる｡それは､今回のアンケート調査で､回答率
がかろうじて過半数を越えたに過ぎないことにも示されているし､回答
議員の回答を見ても､市町村合併による広域的自治体形成に積極的な姿
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勢はあまり見受けられない｡問5の今後の広域行政に関する質問では､
最上地域を除き､市町村合併推進をあげるのは3割程度であり､間7の
市町村合併の必要性に関する質問では､合併の必要性を肯定する意見は
7-8割と多いが､合併新法の期限内に必要とする意見は2割程度にす
ぎない｡
ま`た､山形県市町村合併推進構想との関係では､この構想に対する市
町村議員の意見は多様である｡
村山地域全体を見た場合､天童市や河北町の位置づけに対する違和感
や反対など様々な意見が出ており､今後さらなる議論が必要である｡
置賜では､東南置賜と西置賜の二区分からスタートするのも一つの方
法であろう｡
さらに､合併推進派が多く､山形県市町村合併推進構想賛成意見が多
い最上地域でも､回答率が40数%にとどまることを考慮する必要がある｡
･合併の問題は確かに難しい問題であるが､分権型社会にふさわしい自
治体形成をめぐる議論はもっと活発に行われるべきであろう｡
特に､地方分権改革推進法も制定 (2006年12月8日)され､第二期地
方分権改革が推進されようとしているこの時期に､首長と並ぶ住民代義
機関としての地方議会と地方議員が､分権型社会の確立のために考え､
果たすべき役割は､ますます大きくなっている｡住民とともに､地域自
治体の将来のあり方をめぐって議論を尽くすべき時であろう｡
62
｢分権化時代の地方自治体の将来像に関する市町村議会議員意識調査｣報告- 北川
(捕)
1.間17では地域の将来像に関する自由意見を書いてもらった｡これは別表のように
補1としてそのまま掲載する｡
2.合併が必要か不要かに関わる意見と山形県市町村合併推進構想への賛否､自治体
の適正規模についての考え方のクロス集計は､補2の表に示した｡
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｢分権化時代の地方自治体の将来像に関する市町木重義会議員意識調査｣調査票
問1 あなたが考える市町村議会の役割について､次の中から最も重要だと思うものにOをつけてください｡
(3つ以内)
1 住民の声の市町宥桁 政-の反映 2 地方分権時代に対応する地方自治の確立
3 行財政のチェック 4 効率的･効果的な行政の推進
5 政策の優免償位の決定や政策の提言 6 条例の提案
7 情報の公開 8 地域の活性化
9 市町村が直面する課題の解決 10 自治体改革
11 その他 (
間2 あなたがお住まいの市町村の今後の財政状況については､どのように考えますか｡該当するもの1つ
に○をつけてくださいo
l 非常に不安がある 2 やや不安である 3 特に問題はない 4 わからない
間3 あなたがお住まいの市町村が直面する緊急かつ重要な課題は何と考えますか｡次の中から最も近いも
のに○をつけてください｡(5つ以内)
1 児童福祉･子育て支援策 2 年金､介護､高齢者福祉など高齢者対策
3 病院運営や保健･医療体制 4 防災､消防･救急対策
5 自然環境保全やゴミ処理など環境保全第 6 道路など交通基盤整備
7 上下水道など生活基盤整備 8 担い手対寒を含め､農林水産業の振興策
9 商店街振興や企業誘致､観光地づくりなど商工頼光業の振興
10 雇用対策
12 コミュニティ活動の維持･再生
14 定住促進対策
16 土地利用
17 学校やスポーツ施設･文化施設の再編
18 男女共同参画社会の推進
20 その他 (
11 克雪･利雪対蒙
13 まちづくりや地域間交流など地域振興策
15 住宅地の開発
整備､生涯学習活動の充実など教育･文化･体育振興策
19 広域行政の推進
)
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問4 現在市町村では､消防やごみ処理など一部の行政事務については､一部事務組合等により広域的なサ
ービスの提供 (事務の共同処理)が行われています｡あなたは､現在の広域行政にについてどう思いま
すか｡該当するもの全てに○をつけてください｡
1 問題があると思う
① 関係市町村との連絡調整や意思決定に時間がかかる
② 住民に対する責任の所在が不明確になる
③ 現在の柵競市咽 寸の財政状況では､一部専務組合等の維持に支障が生じるおそれがある
④ その他 ( )
2 問題はないと思う
3 その他 (
問5 広域行政については､今後どのように対応したらよいと思いますか｡該当するもの1つにOをつけて
ください｡
1 現状のままでよい
2 現在の⊥部事務組合等で共同処理する事務を増やす
3 複数の-書庫務組合等を統合し､鍵織の強化と効率化を図りながら共同処理する事務を増やす
4 国や県から直陵権限移譲を受けられ､総合的かつ計画的に広域行政を展開できるなど､現在の一
部事務組合に比べ､より機能が充実されている広域連合を設立する
5 市町手招｢併を進める
6 その他 ( )
7 わからない
間6 問5で2､3または4とお答えした方におうかがいします｡
現在行っている事務の外､どのような行政分野で事務の共同処理に取り組んだらよいと思いますか｡
該当するものにOをつけてください｡(3つ以内)
1 防災､消防及び救急
3 し尿処理
5 病院の設置 ･管理運営
7 下水道事業
9 介護保険事務
11 国民健康保険事務
13 監査委員制度
15 福祉施設の設置･管理運営
17 スポーツ･文化施設の設置､管理運営
19 行政事務の情報処理
20 その他 (
2 ごみ ･廃棄物等処理
4 火葬堤の設置･管理運営 .
6 上水道事業
8 才醜 事務
10 国民年金事務
12 教育委員会
14･自然環境保全対策
16 除排雪
18 まちづくりや地域間交流など地輯衰興策
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問7 あなたがお住まいの市町村の合併の必要性について､どう思いますか｡該当するもの1つにOをつけ
てください｡
1 市町村合併は必要だと思う
① 平成22年3月 (市町村の合併の特例等に関する法律 (平成16年睦律第59号｡以下 ｢合
併新法｣という｡)の期限内)までに必要だと思う
② ｢合併新法Jの期限内にこだわらず､将来は必要だと思う
2 市町村合併は必要ないと思う
3 その他 ( )
間8 間7で1とお答えした方におうかがいします｡
市町村合併が必要だと思う理由は何ですか｡次の中から最も近いものにOをつけてください｡
(3つ以内)
1 市町村を越えて広域的な観点からまちづくりを進める必要があるから
2 行財政基盤の強化を図る必要があるから
3 少子化､高齢化が進み､地域の活力が低下するから
4 市町手招をや議員の数が滅り､経費の削減になるから
5 住民や団体からの合併を望む声に応える必要があるから
6 地域のイメージがよくなり､知名度が上昇するから
7 その他 (
問9 間7で2とお答えした方におうかがいします｡
市町村合併が必要でないと思う理由は何ですか｡次の中から最も近いものにOをつけてください｡
(3つ以内)
1 合併の効果が期待できないから
2 住民の声が届きにくくなり､住民サービスの低下につながるから
3 地域の個性や住民の一触蕗が央われるおそれがあるから
4 合併により中心地以外の地域がさびれるおそれがあるから
5 現在住んでいる市町村の面積や人口が適当であるから
6 住民や団体から合併を望む意見がないから
7 その他 (
間10 山形県では平成18年3月に ｢山形県市町村合併推進構想｣が策定されましたが､その内容について
は､知っていますか.該当するもの1つにOをつけてください｡
1 具体的に知っている
2 概要は知っている
3 策定されたことは知っている
4 知らない
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問11 ｢山形県市町村合併推進構想｣で示された具体的な組合せについては別添資料のとおりですが､あな
たがお住まいの市町村に関する組合せについてどう考えますか｡該当するもの1つにOをつけてくだ
さい｡
1 賛成
2 -部反対
(反対の組合せ部分はどこですれ 具体的に:
3 反対
間12市町村合併を進めるとした場合､解決すべき課題は何と考えますか｡次の中から最も近いものに○を
つけてください｡(3つ以内)
1 住民の意見を施策に反映させ､きめ細やかな行政サービスをすること
2 地域の独自性の保持と､地域の歴史､文化､伝統などの維持･保全
3 合併市町村内の中心普巧と周辺部に㈱ ミ生じないようにすること
4 現在の市町村間における､税金や水道料金など公共料金の住民負担の格差是正
5 市町f掘毎会議員の数
6 市町村の名称
7 市役所､町梢廷湯や公共施設の位置
8 隣の市町村との間にある住民感情の対立の解消
9 その他 (
間13仮に､市町村合併を行った場合についてお伺いします｡
① 市町村議会議員の数について適当と思うものについて､該当するもの1つにOをつけてください｡
(別添 r議会の議員の定数に関する特別措置について｣参月R)
1 定数特例が良いと思う 2在任特例が良いと思う 3 特例措置は必要ない
4 その他 (
② 地域審議会､地域自治区､合併特例区の設置についてはどのように考えますか｡該当するもの1
つにOをつけてください｡)
(別添 r地域審議会･地域自治区･合併特例区制度の概要｣参月勤
1 地域審議会を設置するのがよい
2 地味自治区を設置するのがよい
3 合併特例区を設匿するのがよい
4 地域審議会､地味自治区､合併特例区のいずれも設置しないのがよい
5 その他 (
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問14 基礎的自治体として 市ヾ町村の人口規模はどの程度が適正と考えますか｡該当するもの1つにOをつ
けてください｡
1 1万人未満 2 1万人以上 3万人未満
3 3万人以上 5万人未満 4 5万人以上10万人未満
5 10万人以上20万人未満 6 20万人以上30万人未満
7 30万人以上50万人未満 ･8 50万人以上
問15 あなたがお住まいの市町村が今後進めるべき行財政対策は何と考えますか｡次の中から最も近いもの
に○をつけてください｡(5つ以内)
1 職員定数や給与等の見直し
3 国や県からの権限移譲
5 公営企業の見直し
7 歳入確保対策
9 公共工事コストの見直し
11行政サー ビスの範囲と受益者負担の見直し
13 指定管理者制度の活用
15 地域住民による公共施設等の維持管理化
17 補助金等の整理合理化
18 その他 (
2 議員定数糊 Hの見直し
4 電子自治体の推進
6 外郭団体の見直し
8 旅費等の見直し
10 公共事業の評価･検証
12 PFI制度の活用
14 NPOとの協働
16 民間委託の推進
間16 あなたがお住まいの市町村で､今後､住民が市町村政へ参画するためにはどのようなことが必要と考
えますか.次の中から最も近いものに○をつけてください.(2つ以内)
1 議会や行政に関する情報の公開と共有
2 市民の権利と責任､まちづくりの墓相測､自治体の責醇等を規定した ｢自治基本条例｣の制定
3 地区協議会等をまちづくりの基本単位とする ｢自治体内分権｣の推進
4 NPOの支援と育成
5 住民投票制度の導入
6 項状のままでよい
7 その他 (
問17 議員として､地域の将来像については､どのようにしていきたいとお考えですか｡ご自由にお書きく
ださい｡
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問18 あなたがお住まいの市町村名をお書きください｡( 市･町･村)
間19 あなたの年齢について､該当するものにOをつけてください0
1 25-39歳 2 40-49歳 3 50-59歳
4 60-69歳 5 70歳以上
間20 あなたの市町村議会議員としての通算の在職年数について､該当するもの1つに○をつけてください｡
1 4年未満 2 4年以上8年未満 3 8年以上12年未満
4 12年以上16年未満 5 16年以上20年未満 6 20年以上
ご協力ありがとうございました｡
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問1(3つ以内) 出形市 上 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北町 i馴 町ー 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 東根市 尾花沢市 大石田町 北村山全 作
*& 冗 妥放 % #& 血′′○実数 CV′二〇実数 % #* 冗 実数 % 突放 ○′実数 冗 実数 ¢′′0実数 質 実歎 % ** % 実数 % 実数 % *# A/′○実数 A
① 1765.4 S旺ユ 138).3 川 98.9 8lS,9 537.9 l 別_6 44A 7 53.8 480.8 4弧0 306,7 660.0 787.5 7B7.5 770.0 277iD
⑳ 1350,0 i16.7 743,8 3273 222.2 26汲2 323.I 33.3 648,2 l20.0 I28.0 1431.1 330.0 225,8 2 25 令 0.0 7 1ー,4
◎ lS57.7 23.3 956.3 436.4 55.6 3551,5 861,5 88.9 S3&5 240.0 240.0 255.6 440.0 562,5 4 SO 8 68.8 l9 52j
㊨ 726,9 350.8 ItL! 218,2 55.6 24 15.3 1 7.7 ItLl 323.1 120.0 24M 817.8 220.0 225.0 337.5 330.0 川 171
㊨ 14 与3 23,3 637.5 218,2 il.i 25 363 53&S 33.3 323.1 120.令 i2M 1328.9 5汎0 225.0 1Ⅰ2.a 220.0 lO2u
㊨ 0 0.0 0 M I 6,3 I 9.1 0 8,8 2 2.g 8 8.0 0 8.0 ¢ 0,0 l2M ¢ 0.0 I 2.2 IIM 0 8.0 0 0 0 帆 1 u
⑦ 0 8.0 0 0,0 8 0.0 I 9.I 0 0,8 i 1.5 ¢ 8.0 8 0.0 0 M 0 0,0 0 0.0 8 0.0 O 0.0 0 0.0 112.5 228.8 3 iー
㊨ 623.I I16.7 2I2.5 I 9.1 33.3 13ほl 215.4 6弧7 53&5 8 0.8 3弧0 1635,6 220.0 225.令 i12,5 5弧○ 1827}
㊨ 2 7.7 23.3 2)2.5 3273 22乙2 l 16.2 4SOB 22.2 a23.I 360.0 240.a 1431.1 220.0 I12.S 562.5 440.0 12 糾
⑳ 1 3.8 ○ 0.0 212.5 I 9.1 ll,1 S 7.4 215,4 0 0.0 0 0.0 0 0,0 ○0.0 2 4.4 330.0 337.5 ○0 ¢ 帥 ら 16.7
⑳ ¢ M ○ M 0 0.0 0 0,0 ○ 8,8 8 0.0 ¢ 0.0 ll,I0 M 8 0.0 0 0.8 1 2.2 0 0.0 ¢ 0.0 0 a iIM 1 iJ
問2 Ll桁ホ 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 休 寒河江市 河北町 西川町 斬日町 大江町 西村山全 体 村山市 東嶺市 尾花沢市 大石田町 北村山全 件
実数 % 実数 % 乗数 % ** % 乗数 % *% 勺′突放 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 A/Jq実数 冗 実数 % 実数 % 実数 % 実数 0ノウ爽敦 %
① 5191 461 I 6.3 3273 66.7 1927.9 861,5 44A 861.5 i20,0 240.0 2351.I 440.8 112.5 S62,5 ‡8M 柑剛
㊨ 2876,9 2313 127S,0 8721 33.3 45防.2 S385 44.4 5Si.5 3 68.0 36M 2044A 440.0 675,8 337.5 220.0 lS札7
③ 1 3B 0 0.0 425.0 ¢ 8.0 0 0.○ 5 7.4 0 0,0 1l.1○0.0 0 8.8 ○ M I 2.2 220.0 I12.5 8 ¢ 令 0.8 3 u
◎ 0 帆 0 0,0 8 0.0 0 0.0 ○ 0.0 0 8.8 ¢ 令,8 0 0.0 0 M 0 0.0 0 0.0 ¢ 0.0 0 帆 ○ 0.80 0 ¢ 0.0 令 Ig
問3(5つ以内) 地形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 束傾市 尾花沢市 大石田町 北村山全 件
突放 % 実数 % 実数 % 実数 % 実放 % 実数 冗 実数 % 実数 % 実数 冗 突放 n′′○実数 % 実数 % 実数 % ** 冗 *% 冗 実数 % 実数 %
① 218M 583.3 1381.3 327.3 4収4 4667.6 86l,5 88.9 323.I 480.0 3弧0 2657.8 330.0 458.a 2 25 ら馳0 15肘
② 1557.7 46.7 1487.5 ち54.5 444.4 4363,2 7与3,8 44.4 S 38.5 248.0 210.0 初 44.4 5弧0 450.8 337.5 338.0 lS1I.!
③ 519.2 0 M 1275.0 ¢ 0.0 ¢ 0.8 l725.0 646.2 33.3 646,2 24M 0 0.8 1737.8 110.0 337.5 ○ 0 110.0 Sll
㊨ 3l,5 0 0.0 531.3 327.3 771 1828.5 323.1 1l.I ○ 0.0 ¢ 0,8 8 0.0 4 8.9 220.0 112.5 0 ¢ ¢ 8.0 3 u
㊨ 1557.7 350.0 212,5 6545 333,3 2942.6 1 7.7 0 0,0 ¢ 8.0 ○ 0.0 218.0 3 6.7 ち58,8 225.0 ○ 0 ○ 0,0 7Iu
㊨ I ユJS 116.7 212.5 436.4 0.0 8lt.8 4犯8 1l.1 215.4 令 0,0 I20.8 817.8 220.0 225.0 2 25 0 0.0 6Ii7
⑦ B 0.0 ¢ 0,0 0 0.0 ○ 0,0 ○ 0,8 8 0.0 430.8 44.4 0 0,0 0 8,8 240.8 lO21 0 0.0 0 0.0 4 班 220.○ 617
㊨ 川 53.8 46.7 743｣3 854.5 66.7 37S4.4 6瓜2 77.S ll 84.6 2収¢ 120.0 2760.0 440,0 S陀S 787.5 550.0 21M
◎ 川 42,3 Jl61 956.3 ‡17 444.4 3652.9 86).5 444.4 S46.2 360,0 240.0 2351.I 5SM 225.0 562.5 330.0 li札7
⑳ 6211 116.7 637.5 2la2 22,2 1725,0 215.4 441.4 430,8 2弧0 360.0 1533 330.0 225.0 a62,S SS8.8 15小一
⑳ a 0.0 0 8.0 0 0.0 ○ 0.0 0 0.0 0 0,0 i8i.5 0 0.0 川 76.9 0 O.○ 240.0 汁 37.8 330.0 112.5 387.5 770.0 14如
⑳ 3 lE.i i 6ー1 212.5 218,2 0 0.0 8l.8 i 7.7 1l.I ¢ M 0 0,0 0 0.0 2 4.4 8 0.0 iI2.5 ○ 0 0 0.0 I21
⑬ 4 15,4 23.3 0 M 436A 22,2 1217.6 I 7.7 0 8.0 I 7.7 l20.0 i20,8 4 8.9 S50.0 225.0 ○ ○ 110.8 82u
⑳ 4IBA 116.7 0 M 8 0.8 Il.I 6 &8 ○ M 22.2 753.8 24M 120.8 1226. 5与M 337.5 辛 恥ー 660.8 2 lH
㊨ 0 AO 0 0.0 1 8.3 ○ 0,8 il一.1 2 2.9 0 0,0 1圧l ¢ 0.0 0 0.8 120.0 2 4.4 00.0 0 0,0 0 8 0 0.0 ¢ 8,
㊨ 1 aB 2弧3 1 6,3 1 9.I ilt.I 6 8,8 0 0.0 0 0.8 1 71 ○ 0.0 0 0.0 I 2,2 110.0 0 0.0 ○0 0 0.0 i21
⑳ 川 38.5 2313 318.8 545.5 333 233.8 0 0,0 0 0.○ 323.1 l20,0 120,0 5l.1 I10.0 337.5 0○ 220.8 6tGJ
⑳ I lS 0 0.0 0 0,0 ¢ 0,8 ○ 8.0 1 1.5 2ほ4 Il.1 ○ 0.0 0 8. ○ 0,8 3 &7 110.0 0 0.8 0 ¢ I10,0 2 iS
⑳ 4 5ー.4 I16.1 1 6,3 654.S i 5.6 1725.8 4 30j 221 2 5ー.4 i20.8 120.0 lO22.2 l10,0 225.8令0 330.0 6lL7
㊨ 1 3B 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.5 0 M 1l.I 0 0.0 0 0.0 0 0.8 I 2,2 0 0.0 0 0.0 2 25 ○ 0,0 2 班
無回答 0 0.0 ¢ 0.0 0 0.0 0 M ○ 0,8 0 0.0 ○ M ○ 0.0 0 0.0 ○ 0.8¢ 0,0 0 0.0 0 0.0 0 8,0 ○○ 8 0.0 ○ :I
開4 出形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 休 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 束茂市 尾花沢布 大石田町 北村山全件
実数 % 実数 0′′○*& 冗 実数 % 実数 冗 実数 % 実数 % 実数 ¢′′○実数 % 実数 % 乗数 血′′ロ実数 % 実数 % 実数 % AB % ** % 突敦 yJV
1 川 3,5 5813 ll 8.8 872.7 22.2 3652,9 l 札6 55.8 969.2 46.7 360.0 3271.I 660.0 450.0 337.5 448,0 け Ju
1-① 4 lS.4 46.7 425.8 6Sis ilt.i 1927.9 323.I 331ユ ¢ 0.0 233 0 0,0 817.8 220.0 1l2.5令令 I10.0 4lu
1-◎ S19.2 3弧0 531.3 ○ 0,0 ○ 0.0 1319.i i 7.7 2212 215.4 233 120,0 817.8 220,0 I12.5 ○¢ 3弧0 6lil
ト③ 519.2 I16.7 425.0 4ユ古J 0 8,0 1428.6 861.5 1l.I 646,2 23,3 240,0 1942,2 440,0 I12,5 337.5 220.0 1021l
ト◎ I 3B ○ 0,0 l 6.3 I 9十一 8 0.8 3 4.4 ○ 0.0 0 8.0 215.4 2弧3 120.0 5lu ¢ 0.0 I12.5 8 0 00,0 I 14
2 16615 I16.7 637.5 327.3 66&7 3247.1 215.4 444.4 323.I I18.7 240.0 1226.7 330.0 337.5 a陀5 220.0 13汲l
3 0 0.0 0 0.8 0 0.8○0.0 8 0.0 0 M 8 0.0 0 0.0 0 0.8 ¢ 0,0 ¢ M 0 0.0 0 0.8 0 ○.0 0 ¢ 2弧0 2 lt
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新庄市 金山町 舟形町 最上灯 真童川町 大蔵相 鮭川村 戸沢村 最上全体 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南置指全 体 長井市 小 自店町 飯豊町 西置賜全 体
実穀 % 実数 冗 果敢 冗 ** % 実数 % 実数 % 実数 G.′′○実数 冗 実数 Ct/′℃S* % ** 冗 実数 冗 乗数 % 突放 % 実数 % 実数 ○ノ′p実数 % 突放 % 実数 %
969.2 318.0 660.8 5I弧O 998,0 310.0 4l脚,○ S625 胡 7&6 763.6 9札8 654.5 lO1榊.○ 3274.4 6収9 6Sis 88.9 S71.4 2561.0
7 53.8 0 0,0 Jl40.8 2弧0 448,0 I3.3 125.0 337.S 2 393 3273 I 9.1 436.4 1lM 9孤9 535.7 S45,5 1l.1 22&6 133L7
753j 286.7 22朋 4W,0 a弧0 l313 125,0 337.5 2850.0 763,6 872,7 545.5 6~軌0 描 60.5 7軌0 6545 33,3 457.I 204㍍
323.I 1313 660.0 0 M 110,0 0 0.0 0 M 337.5 1425.0 2182 218,2 3モ7.3 22さ.0 928.9 642,9 763,6 33,3 I14.3 lT41.S
215.4 1!13 I川0 120.○ 220,0 13,3 ○ 0.0 112.5 918,1 7闘.6 436.4 763.8 448.0 2 51.2 42&8 I 9.I Il.I 228,6 819.S
0 0.0 ○ 0.8 0 0.0 8 0.8 i10.0 0 0,0 ¢ 0.0 ○8 l 1.8 ○ 0.0 ¢ B.¢ 1 9.I ○ ○,0 I 23 1 7.I 0 M 0 0.0 0 0.0 I ll
I 7.7 0 0.0 ¢ M ○ 0.0 0 M 0 0.0 ○ 0,0 i12一5 2 16 0 ○.0 ○ 0,8 I 9.I i10.0 2 4.7 214,3 0 伽 0 0.0 114.3 3 7.3
8615 i3.3 660,○ 2収0 220.0 26.7 2弧0 4 SO 2748.2 0 8.0 486.4 0 0.0 338.0 7163 642.9 1 9.I S5S.6 342,9 tS36,6
1 I.7 I3,3 440,8 I2M 220,0 13,3 125,0 0 0 l 19.6 2柑1 I 9.I 327.3 0 8.8 614.0 0 的 2l&2 il.i 22&8 512.2
1 ㍗ 0 0.8 I10,8 0 0.0 it8.0 0 0.0 1210 112.5 5 &9 0 0.0 8 0十0 2は2 228.8 4 93 1 7.i I 9.I ○ 0.0 I14.3 3 7.3
1 7.7 0 M 0 0,0 0 0.8 ¢ M 0 0.α 0 0,○○○ I I.8 8 0.8 0 0,0 l 9.i 8 0.0 1 23 B 8,0 ○ 帥 1l.1 8 0.0 1 2.4
新庄市 金山町 舟形町 最上野 其童川町 大蔵村 鮭川村 戸沢村 最上全件 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南置馬全 体 長井市 小国町 自威町 転豊町 西置賜全 件
綿 % 実数 冗 実数 0/J1)実数 % 実数 冗 実数 4/′○乗数 冗 ** 冗 実数 % 実数 0′/a実数 冗 SB 冗 実数 8′/0乗数 冗 実数 % 実数 % 実数 % 突放 % 実数 ○′
8615 3I弧O 770,○ 248.0 5SO.8 268.7 2SM 787.5 3664.3 783.6 1 9.I 1090,9 990.0 27陀8 42&6 87～} 661 571.4 23弧l
430,8 0 0,0 330.0 3印.8 4仙0 I3.3 250,8 II2,5 l832.1 3273 981.も 1 9.I 110.0 1432.6 , 613 3273 33,3 228.6 lT41.S
0 叫 0 0.0 ○ 0.0 0 0.0 IlM 0 8.0 ○ M 0 0 1 I,i i 9.1 I 9.i 0 8.0 ¢ 8.0 2 4.7 1 7.I ○ 0.0 0 M 0 0.0 I ll
8 8.0 0 0.0 8 0.8 0 0.0 0 0.0 0 M 8 0.0 0 0 8 8.8 ○ 0.0 0 0.0 0 0.0 B M 0 0.0 8 M ¢ 0.0 0 0.0 0 M ○ 0.0
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真室川町 大尉寸 鮭川村 戸沢村 最上全体 米沢市 南陽市 高畠町 川酉町 東南置賜全 体 長井市 小国町 白鷹町 庶豊町 西匿鵡全 休
!* % 実数 α′/EI乗数 % 突放 % 実数 % 実数 % 実数 Q′′0美敦 冗 実数 % 尖故 A/p実数 % 実数 丘′′0実数 % 実数 EL//0実数 % 実歎 冗 実数 % 実数 冗 乗数 %
7Sユ3 26.7 660,0 3馳0 660.0 3108.a I25,0 毛 loo 36弘3 S45.5 5ヰis 3273 660.8 1911 642.9 436.4 S85.6 457.1 19463
6161 31伽.8 330.8 i40.0 6弧0 26i.7 375,0 4 50 2951.写 763.6 川 W.9 a45.5 S58.0 2762,i 842.9 436.4 33.3 228,6 lS36,8
323.I 3lo.0 IIM 1弧0 8糾.○ ○ 8.0 0 0.80 0 1628,6 S72.700.0 981.8 i10,0 lS41.9 321.4 3273 22.2 1汁3 9Ilo
○ 8.0 0 0.0 220,0 0 8.0 ¢ 0,0 ○ 0.0 ¢ 0.0 ○8 2 3.6 0 8,0 1 9.I 1 9.I 0 0.0 2 4.7 1 7.i 0 0.0 1l.i I14.3 3 7.3
323,i ○ 0.0 220.0 0 M ○ 0,0 8 0.0 ¢ 0.8 i12,5 6lO.7 2l&2 218,2 327.3 2犯0 920.9 42&6 2181 1 1ー.I Ili3 8195
215.4 0 0.0 220,0 1三的 Il0.0 I3,3 25M 337.5 122L4 ¢ 0.8 I 9.I 2lS2 ITM 4 93 1 7.l 2は2 1lLl 0 0.0 4 9,i
¢ 8.0 0 ○,0 ¢ 0.0 ○ 8.0 118.8 0 0.0 0 M ○ 0 1lB l 9.1 ¢ 0.0 i 9.1 0 8.8 2 4.7 0 0.0 ¢ 0.8 0 0.0 114.3 i 2,4
5385 I3,3 770.0 3臥8 998.0 26.7 250.0 6 7S 35625 327.3 763.6 654.5 9 弧0 25S.i 7弧0 6545 55.6 6iS.7 245&5
1076.9 0 0.0 S58.8 5leo.0 5馳8 268.7 12S,○ 337.5 3155.4 ､阜72.7 872,7 436.4 770.0 27818 lO7L4 98一.8 55.6 457,i 28弧3
6462 31帆0 8弧8 I28.0 990.0 0 8.0 375.0 6 75 3460.7 327.3 218,2 3273 228.0 川 ～13 32一.4 436.4 686.7 228,6 15 38.6
969.2 26.7 S50,8 248.0 ○ 0,0 0 0.0 0 0.0 0 ○ 1832,I 763,6 218.2 8 0.0 220,0 l25,6 2143 54S,S 0 0.8 22&6 92.0
0 0.0 ○ 0.0 0 M i20.0 ○ 0.0 I3.3 0 0,8 112,5 8 5.4 i 9.I 8 0.0 1 9.i ○ 0.0 2 A7 ¢ 0,0 218.2 ○ 0.0 0 0.0 2 4.9
1 7.7 a M 33M I弧0 8 0.0 8 0.0 125.0 2 25 S14,3 2182 2は2 1 9.1 0 ¢.0 5l.8 32】.A 327,3 55.6 22i,6 1331.7
Ⅰ076.9 133 440.0 I 独8 440.0 26.7 125.0 4 SO 2748,2 0 M 0 0.0 3273 22¢,0 5l.6 32一.4 438.4 3弧3 57I.4 lS36.6
I 7.7 0 0,0 0 0,0 0 M ○ 8.8 0 0.0 8 0.0 ○0 i 1.8 0 M 0 0.0 327.3 0 M 3 7.0 0 0.0 0 0,8 0 8.0 0 0.0 0 0.0
0 M 0 M 0 0.0 ○ M ¢ OD00.0 ¢ 0.0 ○ 0 0 0.0 ○ 0.0 I 9.I i M I10.0 3 7.8 0 0.8 0 0,0 ¢ 8.0 0 0.0 0 0.0
2l5.4 0 0.8 I10.0 I20.0 0 8,0 26.7 ○ 8.0 112,5 7けS 1 9.1 6SLS 1 9.1 i10.8 928.9 535.7 436.i 0 0.0 l14,3 柑 24.4
0 0,8 0 0,0 110.0 8 0.0 0 OD 0 0.D 0 0.0 ○ 0 1 tJ 218,2 ○ 0.0 1 9.1 ¢ 0.0 3 Th 2けユ I 9.1 ilt.1 O ○,0 4 9.8
1 7.7 a 0.0 110.0 128,0 110.8 0 M 125.0 I12,5 610.7 218.2 ¢ M I 9.1 S58.0 8I&6 42&6 21&2 22.2 228,6 川 24.4
00.0 0 0.0 ○ 0.8 0 0.0 8 0.8 ○ M 0 0,0 0 ○ ¢ 0.0 I 9,I 1 9.I ○ 0,0 ○ 0,0 2 41 i 7.I 8 0.8 33.3 1l43 512,2
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真義川町 大貴村 鮭川村 戸沢村 最上全体 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南置馬全 体 長井市 小国町 白鷹町 頗豊町 西置賜全 体
実致EV′℃実数 % 乗数 冗 実数 4/′℃実数 % 実数 % *& % 実数 A′/1)** % 実数 % 実数 冗 実数 (1′/○実数 % 実数 CL/ノⅤ実数 8′′○実数 % 実数 % 実数 ○′実敦 %
l84,6 31弧0 660.¢ a180.0 S肌0 2防.7 375.0 787.a 心 糾.4 654.a 436.4 6SJ.5 8 80.0 24SR 6化9 6St～ 55.6 22&6 1948,3
○'0.0 0 0.8 110.0 368.0 330.0 0 ¢.0 250,0 2 25 l 19.6 0 0.0 4弧4 218.2 33¢.0 9;叩 42aS 2181 il.I 0 0.0 717.i
430,8 1 33 330.0 i28.0 i10.0 ¢ M 0 8.0 562,5 1526J8 3273 I 9.I 3273 S58.0 1227.9 321.4 545,a 44.4 114.3 l331.7
9692 3log.0 440.0 4SO.8 660.0 26.7 I25.0 S 75 35625 327.】 218.2- 218.2 220.○ 920.9 32Ⅰ.4 327.3 2!12 Il4.3 92.8
215.4 0 0.0 llD.0 2瓜0 8 0.80M 0 0.8 112,5 610.7 1 9.i ¢ M I 9.I 0 8.0 2 4.7 l 7.1 8 0.8 1l.1 ○ 6.0 2 4.9
0M 0 0,0 l10.0 0 0,0 220.○ 13,3 0 0.0 0 0 4 7.I 436A 654.5 436.4 2犯0 1637.2 535.7 438.4 4朋.4 457.I 17ヰLi
2lSA 0 8.0 ¢ M 0 0.0 0 8.0 ¢ 0.0 0 0.80 0 2 3,6 O 0.0 ○ 0.0 i 9.I ¢ 0,0 1 23 I 7.1 ○ 8.0 0 0.0 1143 2 4.9
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問5 山形市 上山市 天童市 山 中山町 東南村山全 称 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 #*# 尾花沢市 大石田町 撒
*% % 突放 % 実款 % 実数 % 実欺 ○′突放 % 実数 % 実数 ○′ノ 寒放 冗 実数 % 突放 % 実数 冗 突放 % 突放 % 実数 % 実数 %実敦賀
① I 3,8 1161 2 12,5 0 M IlI.1 5 7A 2lSA llLl a M 2札0 l20.8 613.3 2･20.0 225,0 337.5 0 0.8lけ111日◎ 2 7.7 ¢ 0.0 212,5 1 9.I 0 0,0 S 7.4 1 7.7 22.2 323.I 128.0 24M 920,0 0 0.8 il25 1は～ 228,0
③ I 3& 8 8.0 1 6,3 1 9.1 1l.i 4 5,9 I 7.7 I日.1 0 8.8 0 8.8 120.0 3 6.7 i18.0 112,S 2 25 110.8 S l主1
◎ l 42.3 350,0 9S63 3273 1lLl 2739.7 214 22.2 215.4 i28.0 0 0.0 7l5.6 330.0 337,5 2 2S 110.0 9 叫邑9l
㊨ 934.6 23,3 1 6.3 654.5 S5.6 2333,8 53&S 221ヱ 753.8 I20.0 I20.0 1635.6 4弧O lは5 0 8 440,0
㊨ 0 0.0 0 0,0 2 lS 8 0,0 0 0.8 2 19 0 8.0 Ilt.I 0 0.0 ○ 0.0 0 O.○ 1 2,2 8 0.0 0 0.8 0 0 0 0,8
⑦ 1 1名 0 M 0 川 8 0.0 0 M I 1.5 0 0.0 ○ 0.0 8 0,0 ○ M 8 0.0 ¢ 0.0 0 0.0 0 0.0 ○ 0 0 0,8 8&句
開6 出形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 東根市 尾花沢市 大石田町 痢 uJ全 件
実数 % 実数 冗 突放 % 実数 冗 実数 a/′0実数 冗 乗数 % 集散 % 実数 冗 ** Q′′ロ実数 % 実敦 % 実数 % 実数 O//○乗数 % 実数 %実数%I37u① 42&6 2)0.0 7騨十ユ 4約.0 21.8 1952.8 0 0.0 B 0.0 0 0.0 O M ○ 0,0 ¢ 0.0 41榊.0 S10.8 240.0 2910
◎ ー 7.I ¢ 帥 I u 120.0 I20.8 4l.i 125.0 ○ 0,0 8 8.0 ¢ 0.8 ○ M 1 5.3 i25.0 ¢ 0.8 368.0 0 0.0 1 訟1
③ 0 0.0 ○ 8,0 0 0.0 0 0,0 ¢ 8.0 ○ 0.0 O 0.0 ○ 叫 0 0.0 ¢ 0.0 ¢ 0.0 0ノ8.8 ¢ 0.8 0 0.8 i20,0 I2LO 2 IL
◎ 32).4 i 58.0 i 8.3 0 0.0 I孤¢ 6161 0 0.0 ¢ 0.0 0 0.0 0 6,0 133,3 i 5.3 125.0 0 0.8 0 0,0 8 0.0 li.～
⑤ I T.I I弧8 2 16.7 0 0.8 1犯0 さ13,9 37£0 ¢ 0.0 240.0 ISM ○ 8.0 631.6 0 0,0 0 8.○ B 0.令 ○ 8,8 8 8争
㊨ 1 7.1 ○ 0.8 ○ 0.0 I28.8 0 0.0 2 5,6 0 0.0 ○ 8.0 0 0.0 8 M 0 M 80,0 0 0.0 0 0.0 0 8.8 ○ 0.0 〇一l
⑦ I 7.1 a 0.0 ○ ○,○ ○ 0,0 0 0,0 I 2,8 I25.8 8 M 0 0.0 ○ 帥 8 0.0 1 5.3 ○ 8.8 ○ M I28.0 ¢ 0.0 一日
㊨ 0 M 0 0,0 令 a,O ○ 8,0 0 0.0 0 ¢.0 l25.0 360.8 0 0.8 ○ 0.0 ○ 0.0 421.I 0 仇0 I28.0 0 0.0 ○ 0.8 tsi
㊨ 321.4 1弧8 325,0 360.0 ¢ 0.0 1027.名 ○ 8.0 240.0 360.0 158,0 I33.3 736.8 I25,0 24○.0 a 0.0 250.0 5273
㊨ 1 7.1 0 0.0 ー 8,3 ○ 0.0 ¢ M 2 S.6 0 0,0 I28.0 240.8 0 a.0 266.7 526.3 ○ 8.0 l独○ 120.8 125.8 一一い
㊨ 42&6 l58.0 975.0 248,0 8 0,0 l64.4 0 0.0 128.0 480,8 0 M 26,7 7 38.8 125.0 360.0 0 0,8 2弧8 B如
⑳ 32一.4 0 0.0 8 叫 I2M 0 0.0 4lLt 0 0,0 2弧O 0 0.0 0 0.0 80.0 210.5 0 M 8 0.0 0 0,0 I25.ふ ls与
珍 I 7.i 0 0.8 I 臼 0 0.a 0 0.0 2 5.6 0 0.0 368,0 0 0.8 i沌0 ¢ M 421.1 0 0.8 ○ 0.8 l280 I25,8 2lil
㊨ 612.9 a 0.0 1 &3 0 0,8 0 0.0 719.4 0 0,8 I2○.8 I20.0 i軌8 I弧3 421.I 0 0,8 ¢ 札○ 0 0.0 8 8,0 ○ 軸
㊨ 428,6 8 0.8 216.7 1 20,8 0 0.0 719,j 0 細 2仙0 0 0.0 ¢ 8.0 ¢ 0.8 210.5 I25.0 ¢8,8 0 0,0 0 0.0 iSi
㊨ i 7.I 1弧¢ 0 8,0 8 0.0 ○ 0.0 2 5,6 125,0 ○ 0,0 0 0,0 ¢ 0.0 0 0.8 1 a.3 0 0,8 i20.0 128.0 ○ Oh 2山
⑳ 2143 l 弧0 2 16.7 ○ 0.0 ¢ M 513.9 125,8 ○ 0.0 I20.0 0 0.0 0 8.0 2l0.5 0 0,0 I20.8 ¢ 8.0 125.0 2州
㊥ 321.4 0 8.0 2 16.7 I 20.0 ¢ 8.8 816,7 0 0.8 8 0.8 240.0 2I弧O 8 0.0 421.I 258.0 0 0,0 36M 125,8 61日
⑳ 0 0.0 I58.8 0 0.0 120.8 0 8.0 2 5,6 2与8,0 120.8 0 O.¢ i SO.0 ¢ M 421.1 0 M 12加 I2M ○ M ､l暮u
㊨. 0 0.0 0 0.8 ○ ¢.¢ 0 0,○ 0 0.0 ¢ 8,0 0 0.0 0-0.0 ○ 0.0 8 M ¢ 0.8 ○ 0.0 0 0.0 0 6.0 120.0 0 8.8 I弘
岡7 出形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 休 村山市 東嶺市 尾花沢市 大石田町 北村山.全 件
実数 % 実歎 0/′○実数 % 乗数 % ** 冗 実数 % 乗数 冗 実数 ELF′0実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 冗 乗数 % 実数 冗 実数 冗 突放 形
1 2 816 513 9郎 llo.8 77.8 5479.4 9692 77.8 l 84.6 4SM 360.0 朋 75.6 88.8 787.5 6 1S lOl弧¢ 3lRl
1-① 3l.5 ¢ 0.8 1 6,3 545.5 5iS.6 l428.6 430j 2212 323.1 ○ 0.0 120.8 1822.2 I10.8 0 8.8 ilS I10.0 3U
ト② 1557.7 46.7 8弧0 6StS Il.1 3458.8 2IBA 22.2 438.a 4SO,0 I28.8 1328.9 660.0 S75.0 562.5 ‡8,0 2S糾
2 4lSJ I16.7 &SO.0 0 0.0 Il.I 14犯8 438,l 221 I 7.7 120,8 120.0 92M 228.0 112.5 112.5 0 M 1iu
3 0 8.0 0 0,0 0 ○.0 ¢ 0.0 8 0.0 0 0.0 0 0.8 0 0.0 I 7.7 0 M I20.0 2 4.4 0 8.0 ○ 0.0 I12.5 0 8,0 i21
間8開聞 T: 山形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北可 西川町 朝日町 大江町 西内山全 体 村 山 市 東根市 尾花沢市 大石田町 北剛j全 作
実数 冗 実数 % 実数 % 実数 % 実数 冗 実数 % 乗鞍 % 突放 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 冗 実数 % 実数 % 実数 冗 突放 冗
① 1672.7 4臥0 66.7 98L8 7lD).○ 4279.2 77& 668.7 981,8 375.0 I3.3 2676.S 6防.0 457.I ○ ○ 550.0 IS捌
◎ 17773 48.0 55.6 9各IB 814.3 4381.1 777.8 77.a 981.8 4I弧O 3lo,0308.2 668.0 S71.4 4 SO 99M 2471.
③ a22,7 3弧0 33.3 436.4 457.1 1g35,8 77R 4朋.4 872.7 37S.0 3108.0 2573.5 550.0 22乱6 4 50 440.8 lS捌
④ ち22.7 120.0 3313 218,2 457.1 1528.3 3313 1l.I 0 0.0 I25.0 0 8.○ 514.7 1lM I143 1 2ー.a 8 0.0 i lー
㊨ 0 0.0 120.0 8 0.8 0 0.0 0 0.0 1 I.9 1ll.1 ¢ 0.0 1 9.1 125.0 l33.3 4l.8 0 ○,0 ○ 8.0 ¢○ I10.0 Iu
㊨ I 4.5 0 0.0 0 0.0 8 0.0 0 M 1 一.9 0 0,0 ○ 0.0 I 9,1 8 0.8 ¢ 0.8 1 2.9 0 M 0 0.0 ¢0 ¢ M 888
⑦ 4182 0 M 0 0.0 1 9.I ○ aO f 9.4 0 0.0 0 0.8 ○ 0.0 0 0,0 0 0.0 8 0.0 ○ 0.0 0 80 0 0 ilM I 班
｢分権化時代の地方自治体の将来像に関する市町村議会議員意識調査｣報告- 北川
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真室川町 大歳村 矧川村 戸沢村 最上全体 米沢市 薄根市 高畠町 川西町 東南置賜全 体 長井市 小国町 自薦町 伝豊町 西置馬全 体
キ培% 実数 冗 実数 冗 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 突放 冗 実数 % 乗数 oノ/0** 8′0実敦 冗 実数 冗 実数 % 実歎 冗 実数 a/′○実数 % 実数 冗 突放 %
215.4 0 ¢.0 0 8.0 8 M 8 0,0 ○ 0,8 0 8.0 0 0 2 3,6 2182 2l8.2 2は2 a 8.0 614,0 0 0.0 I 9,I 1lu I14,3 3 7.3
1 7.7 0 8,0 0 0,○ I20.0 110,0 8 0.α 0 0.0 ○ ○ 3 5.A 1 9.I l 9.I 218.2 228.0 6u.0 321.4 0 0.0 (l.i 228,6 614.6
0 8,0 133,3 ○ 0.0 I20.0 I10.0 0 8,0 ¢ 0.0 ○○ 3 5.4 0 8,0 ○ 0,0 ○ 川 0 0,0 0 0,8 2143 436.4 1l.I 0 0.0 717.1
i Tj 0 M 8 0,0 2jO.0 220h 1ユユ ○ 0.0 337.5 916.I 2ほ2 545 545.5 330.0 15汎9 0 0.0 436.A 2212 i什3 717一1
969,2 26.7 770.0 i20,0 668.8 I3,3 375,0 4 503 5&9 436.4 218.2 I 9.I i50.0 1227.9 642,9 I 9.1 331ー 342.9 133一.7
¢ 0,○ ¢ 0.0 0 0,0 0 0.8 8 0,0 I弧3 8 8, 0 0 1 り 令 0.0 0 0.0 I 9.1 0 0,0 1 2.3 1 7.1 8 M 0 0.0 ¢ 8,0 1 2.4
0 0.0 ○ 0,0 0 M B 0.8 ○ 0,0 ○ 0.8 0 0,0 0 0 8 0.0 0 0.0 0 0.0 0 8.0 ¢ 0,0 0 0.0 8 0.0 8 甘.0 a M ○ 8.0 0 0.0
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真室川町 大鼓柑 鮭川村 戸沢村 最上全体 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南劉罵全 体 長井市 小国町 自噴町 飯豊町 西置履全 体
突放 q′0実数 % 実数 形 実数 % 実数 % 実数 n′q実数 渇 実数 % 実数 形 実数 止′/0実数 % 乗数 % 実数 oノ′0突放 % ** % 実数 % 実数 冗 実数 冗 実数 %
I50,0 0 M 8 0.0 0 ○.0 0 帥 ○ 0.0 0 0.0 13.3 2l3 26&7 350.0 4ST.1 a18.i 148.7 0 M 8 M 8 0.0 133 i 5.0
¢ 0,0 0 0.0 0 0.0 ○ M ○ 0.8 ○ 0.0 0 0.0 13,3 1 6.7 ¢ 0.8 IL6.7 ○ M 12M 2 9.5 0 0,0 0 0.0 ○0.0 ○ 8.0 00.
¢0,0 ¢ 0.0 0 0,0 ○ 0,8 ¢ 8,8 0 8,0 ¢ 0.0 ○ 0.0 0 0.8 0 0.0 8 8,0 ¢ O.○ 0 0,8 B M ¢ M 0 8,0 ○ 0.0 令0.¢M
0 0.0 0 0.0 0 0.8 8 0.0 ○ 8.8 ¢ 0.0 ○ 0.0 0 0.0 ¢ 0,0 0 0.0 0 M ¢ 0,0 8 M 00.0 120.0 0 0,0 0 0.0 13,3 210.0
¢ 8.0 ¢ 0.0 0 0.0 i25.○ 375.0 8M 8 0.8 ○ 0,0 426.7 268.7 ○ 0.0 228,6 0 0.0 419.0 0 0.0 225.0 0 ¢.0 8 0.0 2氾0
0 0.0 ○ 8.0 0 0.0 0 M 0 M 0 0.0 0 0,0 0 8,0 ¢ 8.0 ¢ a.0 2古lユ 114.3 I28.8 419.0 8 8,0 0 0.0 0 M 0 M ○ ○.0
0 8.0 0 叫 ○ 8.0 0 8.0 ¢ 8.0 ○ 0.8 ○ 8.0 0 8.0 ○ 0,0 ¢ 8,8 0 0.0 0 ○.0 ○ 0,0 0 帆 0 B,O ¢ 0.0 ¢ M 0 0.0 8 0.0
1弧0 O 8.0 0 0.0 ¢ M 258.8 1lo.0 0 OD l3,3 533 0 0.8 0 8.0 342.9 0 0.8 314,3 0 0.0 ○ 0,0 ○ 0.0 I 3.3 1 5,0
I50.0 11榊.0 0 0.0 ○ 0.8 375.○ 0 0.0 ¢ 0,0 lnユ 648.8 8 0.a I 6ー.7 342.9 2iM S2&6 ･I80.○ 225.0 12iO ¢ 8.0 735.8
0 0.8 I10,0 0 M ¢ 0.a ○ 令.0 ○ 8.8 ¢ 0.0 a 0.0 I 6.7 ○ 0.0 I16.7 0 0.8 8 8.0 1 4,8 0 M 1 2ー,5 125,0 ¢ M 210.8
I弧0 110,0 8 0.0 250.0 2弧0 令 M 8 0.8 I3.3 748.7 13.3 116.7 228.6 4弧0 83&1 3弧0 8 8.0 2fM 26.7 735.0
I50.8 0 0.0 0 a.0 I2S.0 0 0.0 llo.0 0 朗 0 8.0 320.0 0 M ¢ M i14.3 0 0.0 I 4.8 I20.0 1]2.5 0 0.0 ○ 0.0 210.0
a 0.8 8 ¢.0 0 0.0 125.0 ¢ 0.0 0 0.0 0 8.8 13,3 21}J 0 0.0 0 0.0 ○ 0,0 0 0.0 0 8.0 120.0 337.5 O 打.¢ ○ M 420.0
ISM ○ 0,0 0 0.0 ○ 0.0 ○ 帥 0 0.0 0 0,0 13.3 2 3ー.3 ¢ M .233 22乱6 ○ 8.0 419.0 0 0.0 337.5 I2S,0 i3,3 525.0
2lo.0 0 〇十0 0 M ○ M ¢ 帥 0 M 0 0.0 8 0.0 2l3,3 0 0.0 0 8.8 O 8,8 ○ 0,8 ¢ 8.0 360,8 22S.0 0 0.0 26.7 735,8
150.8 ○ 0.0 0 0.0 I25.8 0 0,0 ¢ 0.0 0 0.8 ○ W 213.3 令 0.8 Il6.7 0 M i2M 2 9.5 0 0,D 225.0 ¢ 0.0 0 0.0 2lM
0 0,0 ¢ M 0 0.0 125.8 0 8.8 0 M 0 M 8 0.0 1 6,7 2弧7 35M I14.3 0 M 62&6 2札0 8 0.0 250,8 0 0.0 420.0
0 0.0 ¢ 0,0 0 0.0 258.0 0 ○.○ ○ 0.0 ¢ 0.8 0 0.0 213,3 1313 350.0 ¢ 0.0 I2加 518 0 0.0 450.0 375.0 0 0,0 735.0
0 0.¢ ¢ ○.¢ 0 D.0 ¢ 0.0 250.8 ilo.a 8 0.0 0 0.0 320.0 0 0.0 0 0,0 l14.3 0 0,0 ー 4.8 8 0.0 i12,5 250.0 8 0.0 3lS.8
I50.8 0 M 0 0.0 ¢ M ¢ 0.8 0 0.0 8 8.8 0 M 1 6.7 0 8.0 0 0,0 .8 8.0 ¢ 0.0 ¢ 0.0 8 0.8 0 0.0 ○ 0,0 ○ 0.0 ○ 0.0
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真墓川町 大蔵相 鮭川村 戸沢村 最上全体 米沢市 南陽市 高島町 川西町 車軸沓市全 体 長井市 小国町 白鷹町 鋲豊町 西置鰐全 体
実汝% 実数 血′′○実数 % 実数 % 実数 % 実数 冗 実数 冗 実数 % 実数 % 突放 lゝ′/○実数 8′/○乗数 % 実数 冗 *& 冗 実数 % 実数 % 実数 冗 実数 % 実数 %
LO76.9 26.7 880.0 48M 9馳0 318.0 375.8 787.5 舶 82.I 545.5 763.ち a45.5 8.馳8 25汎1 12S.7 763,6 55.6 885.7,3g73,2
323.1 26.7 440.0 ○ 0,8 ItM 13.3 0 0カ S絶S 1628.6 2l&2 0 8.0 1 9.1 S5M 818,6 321.4 218,2 1l.1 228.6 819.5
430.8 8 M 之20.0 4SO.○ 6弧○ 13,3 250.0 2 25 2137.5 2は2 545 327.3 2犯0 1227,9 642,9 S45.5 33.3 342.9 け 4l.S
215.4 8 M 0 M I20.0 1lO.a ¢ 0.0 0 0.0 ll2,a S 8.9 327.3 436.4 ち54.5 22相 1534.9 I I.I 436.4 33,3 1143 92.8
0 0.8 1弧3 0 0.0 0 M 8 0.0 8 0.0 I25,0○○ 2 3.6 I 9.I ¢ 0.0 ○ 0.0 0 M 1 13 I 7.I ○ 0.0 Il.I 0 0.0 2 4.9
訴鑑市 金山町 舟形町 最上野 真義川町 大嵐杵 鮭川村 戸沢村 最上全体 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南置賜全 体 長井市 小国町 白鷹町 伝豊町 西置馬全 体
綿 % ** 0′'○実数 冗 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実欺 冗 実数 冗 実歎 ¢/′p実数 % 実簸 CL/A 実数 % *% % 実数 % 実数 % 実数 冗 実数 冗 ** 冗
a8M 0 8,8 787.5 375.0 44.4 2弧7 ¢ 0.0 57Ⅰ.4 2963.8 Sleo.0 685.7 360.0 7弧S 21臥0 86.T 457.I 480.0 23.3 1868.0
770.0 ISM T87.5 375.¢ 88ー.9 3I弧O 26.7 S71.1 3678,3 4札0 S7).4 360.0 562.a ド B.0 12low 22S.6 368,0 583.3 2 73.3
880.0 1馳0 337.5 250.0 66.7 26.T 26一7 4ST.I 2860,9 248.8 57一.4 240.0 458.0 1352.0 975.0 457.1 a10,0 468.7 2之73,3
220.0 ISM 112.S 0 8.0 44.4 13.3 0 肘 342,9 l226.I 240.0 1143 128.0 112,5 520,0 43.3 22&6 240.0 468.7 l2他0
0 0,0 ーSM 0 M I25.0 1l.I 0 0.0 0 0.0 I14.3 4 8.7 ¢ 8.0 0 0,0 0 0.0 ¢ M O 8.0 0 8,0 0 M 0 0,0 ¢ 8.0 ¢ 8.0
0 0.0 0 0.0 i12,5 ¢ 0.0 8 8.0 ○ 0.0 0 0.令 0 0,0 l 12 ○ M 8 O.0 120.0 O M 1 4.0 0 8.8 0 M ○ 0.0 ¢ 0.0 ○ 0.0
a 0.8 ○ 0.0 i12.5 8 ¢.0 0 0,8 8 0.0 0 0.0 ¢ 8.0 1 2.2 0 0.0 0 8.8 I28.8 IほS 2 &0 0 0.8 0 0.0 ○ 0.¢ 23,3 2 6.7
73
法政論叢- 第37･38合併号(2007)
聞9約7で2の均分:3つ肌l 出形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 休 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 件 村山市 東唖市 尾花沢市 大石田町 北村山全 休
乗数 % 実数 % 実数 冗 乗数 % 実数 % 実数 CL/Il)実数 % 乗数 % 実数 ¢′/り突放 冗 乗数 n′′℃乗数 渇 実数 % 実数 冗 実数 % 実数 a/′q乗数 %
① 375.0 ¢ 0.0 675.0 0 0.0 0 0,0 96L3 413.3 218.0 Ilo.0 0 8.0 0 M 77.8 I 弧0 iloo,0 1 1榊 0 M 3 い
⑳ 375,a II弧O 787.5 ○ W ilo.0 1285.7 3lm.○ 2leo.8 22軌¢ IlW.0 22軌○ lOIl.I 2108.0 1lo.0 2 壬仰 0 8.0 Sl!
◎ I25.0 0 M 225,8 0 帥 Il帆0 428,6 ¢ M ¢ 0,8 110.0 0 BO ll弧8 222 ○ 0.8 ○ 0.80 ¢ 8 0.0 8 Oh
㊨ I25.0 1lo.0 337.S 0 0.0 ○ M 535,7 2弧7 I58,8 228.0 ¢ 0.8 22僻.8 77.8 ISO.0 l10.8 3 3叫 0 0.0 5はl
㊨ 125.0 0 M 450,0 0 0.0 1108.0 642.9 i3.3 i弧0 0 M 0 8.0 8 0.0 22,2 ○ M 0 0.0 0 ○ 8 8,0 ○叫
㊨ 2580 0 M 337,5 0 0.8 0 0,0 a353 I33 0 0.8 B 0,0 0 M 8 M Il.I ¢ 0.8 0 0.8 2 28 令 0.0 2 16
⑦ I25.8 il約.0 112,5 0 0.0 0 0,0 32l.A 1 弧3 令 0.0 ○ 0.0 0 0,8 0 0.0 Il.I O 0.8 Ilo,0 0 0 1 0.0 2 i.6
開10 山 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北可 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 東根市 尾花沢市 大石田町 北1仙全 件
実欺 % 突放 冗 乗数 % 突放 冗 実数 % 乗数 % 采女 ○′/8集散 8′′q実敦 % 実数 % 実数 % *# 冗 実数 % 実数 0′つ実数 % 実数 % 実数 %
① l 化3 358.0 lO62.5 5瓜5 Il.1 304,1 969.2 55.6 4ヨob I20,0 240.8 2ー 48.7 i10.0 5615 2 25 2弧0 川 21
◎ 1453,名 23,3 531.3 515 77.S 3 48,a 2lS.4 44.4 5弧S 480.0 I28,8 1635,6 88M 225.8 3375 668.0 19ちLL
◎ i 3.8 116.I I 6,3 i 9.I IlLl 5 7.4 2tSj 0 0.0 323.1 0 0.0 218.0 7l5.6 I18.0 l12.5 337.5 228.0 719.1
㊨ 0 M D 0.0 1 83 0 8.0 0 M 1 1.5 0 0,0 ¢ 0.0 8 0.0 a 0,0 ¢ 0.8 ¢ 8.0 O 0.0 0 0.0 0 ¢ ¢ 0.0 ○ 也
開11 出形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 東根市 尉己沢市 大石田町 北村山全 体
実致 % 実数 % *& % 実数 O/′○突放 ¢′/0実数 冗 実数 渇 突放 % 実数 冗 奏故 % 実敦 8′ノウ*% (L′′1〉実数 ○′/0集散 % 実数 % 実数 qJ′℃*& %
① H 53.8 S 83.3 425.8 l 0ー8.0 5fS.6 3957.4 I 7.7 33.3 6462 2仙0 3岨8 153.3 770.0 I12.5 2 25 8馳0 18馳8
② 519.2 ○ 0.0 318.8 0 8.0 1l1.1 912'S3&5 44.4 5弧5 248.8 I28.○ 1737.8 2犯0 337.5 2 25 0 M 7lg.1
③ 519,2 I16.7 lO62,S 0 0.0 Il.I ド 25,0 753,8 2212 1 7.7 I20.8 128.0 1226.7 118.8 337.5 4 59 0 0.0 82L2
囲12(3つ以内) 山形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 酉村山全 体 村山市 東嶺市 尾花沢市 大石田町 北村山全 件
実数 % 実数 冗 実数 % 実数 冗 実数 0′○実数 % 夷敦 冗 実数 a/′○実数 % 実数 % 実数 % 乗数 % 乗数 % 実数 % *& 冗 実数 % 実敦 %
① 1358,0 583,3 3ー ll3 783.6 444.4 426lj 969,2 5Sis 969.2 4馳8 1 弧0 28621 998.0 225.8 5625 660.0J2 引.i
◎ . 1557.7 350.8 637.5 872.7 44A 3652,9 538.S 86.7 646,2 2弧0 248.0 2146.7 770.0 458.0 337,5 5弧0 19Sis
◎ 13SM 583.3 1381.3 872.7 77.8 4867.6 969.2 77.8 ll 料.6 480,0 5lo.0 36iO.0 778.0 4SO.0 6 75 770.0 24弘一
㊨ 934,6 ¢ 8.0 212,S 545.5 3313 l927.9 215.4 1lu I 7.7 I20,0 I28,0 613 110.0 337.5 I12.5 i10,0 6絶T
⑤ 415.4 8 M I 6.3 0 0.8 ○ 0,0 5 7.4 i 7.7 33,3 215.4 0 0.0 248.0 817.8 1lM i12,a0 0 0 0.0 2 16
㊨ ¢ 0.0 8 0.8 1 6,3 1 9.1 0 0,8 2 2.9 ○ 8.0 0 0.0 ○ ¢.0 ○ 0.0 1 2M 1 2.2 0 8,8 225.0 2 25 ○ M 4I.i
⑦ a 0.0 116.7 425h 0 8.8 0 0.0 5 7.4 0 0.0 i日.I 215.4 ○ ○.8 128.0 4 8,9 ○ 0.0 112.5 4 SO l10.0 6蛤ー
㊨ a19.2 0 0.0 2l25 2はヱ ○ 0.0 9132 7与18 22,2 323.1 I犯0 I28.0 1431.1 220.0 0 0,0 ○0 330.0 5心
㊨ 415.4 I16.7 I 63 8 0.0 1什l I柑3 ○ 0.0 0 0.0 1 I.7 128.6 0 0,0 2 4.4 ¢ M 0 0.80 0 8 M ○ 叫
問13① 山形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 東凝市 f引∈択市 大石田町 北村山全 件
実数 % 実欺 冗 実費 % 実数 % 実数 冗 突放 % 実歎 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 Q/′○実数 8′′ 乗数 % 実数 冗 実数 4/Jq
① u 42.3 ○ 0.○ 637.5 0 0.0 22,2 1927.9 i 7.7 33,3 6461 248.○ 218.0 1431.I 338.0 ○ 0.0 112.5 110.0 iけI
◎ 415.A I16.7 318B 654.5 22.2 18壬1与 2ISA Il.I 430& I20,0 0 0.0 al7.8 448.0 ○ 0.0 2 25 4仙○ lO即一
◎ 7維9 3弧0 5313 327.3 Il.i 1927.9 969.2 44.4 323,1 240.0 12帥 1942.2 338,0 675.0 337.5 220.0 u 汲!
◎ 3l.S I16.7 ○ 0,8 218.2 0 M 6 &8 1 7.7 D 0.令 0 8.0 0 0.0 i犯0 2 4.4 0 ¢.¢ ○ 0.8 ○ ○ I10.0 l u
間13⑳ 出形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 束南村山全 体 寒河江市 河北可 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 東根市 尾花沢市 大石田町 北村山全 件
実数 % ** 0/′ ** 冗 実数 % 実数 o′′○乗数 o′JD 実数 翠 実数 % 実数 ¢′○## 0/′ 実数 % 実数 % 実数 % *& % 実数 % 実数 冗 突放 %
① 1038.5 233 3l8.8 981.8 441.4 2841.2 S由_S 22.2 646.2 3弧0 368.0 1942,2 3乱8 225.0 4 SO 448.0 133S,i
◎ ○ 0.0 2313 212,5 8 0.0 Il.I 5 7.4 I 7.7 1=l 323.I 120.8 128.0 715.6 110.0 0 0.8 1I2.a ¢ 0.0 2 53
③ 2 7.7 ¢ 0,0 2125 ○ 8.0 0 0.0 4 5.9 215.4 22,2 323.I 0 8.0 0 0.0 715.6 33M 337.5 80 110,0 7舶
㊨ 1248.2 116.7 637.5 218,2 IIL1 2 32.4 3211 1lu 0 8,0 0 0.○ 8 8.0 4 8.9 220,8 1l2.5 2 25 220.8 719.1
㊨ i lS ○ 0.0 1 6,3 0 0.0 ○ 0.0 2 2.9 i 7.7 8 0.8 ○ 0,8 令 0,8 1犯0 2 4.4 0 0,0 0 8,0 ○8 ¢ 0.8¢ u
｢分権化時代の地方自治体の将来像に関する市町村議会議員意識調査｣串良告- 北川
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真童川町 大尉手 鮭川村 戸沢村 最上全件 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南置燭全 件 長井市 小国町 自鹿町 飯豊町 西置賜全 体
RA A′′廿実数 冗 実数 冗 実数 冗 実数 0′/8実数 tV′ロ寒故 冗 実数 % 実数 % 乗数 % 実数 % 突放 A/′■○実故 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 a/′り実数 % 実数 潔
210.0 ¢ 0,0 0 0.0 1lo.0 a 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.8 3弧8 26.7 375.0 46.7 IS的 川 6.7 ¢ 0.0 4lo.0 I33.3 1伽,0 661
1弧0 0 0.8 0 8.8 0 0.0 1I弧O 0 0.0 .¢ 8.0 1ー8.0 368.0 26.7 258,8 46.7 2I弧O 川 6.7 8 0.0 2弧0 3lo,0 11帆¢ 66.7
1弧8 ○ M ○ 0.0 ¢ M 110)←0 8 0.0 8 0,0 11帆0 368.0 0 0.8 0 0.0 350.8 I50,0 428.7 0 0.8 I25,0 3lo,0 11帆¢ 555.6
21脚.0 ¢ M 0 0.0 1lo.0 1ICO十〇 0 0.0 0 M 1lo.9 5lo.0 13,3 258.0 2313 IS8.0 640.0 0 0,0 410.0 26.7 8 0,8 66.7
○ ○.0 0 M 0 8.0 0 0.8 ○ M 0 0.0 ¢ M 0 0.8 0 0.8 ○ 0.0 ○ 0.0 I16.7 IS糾213,3 0 8.0 0 8.0 0 0.0 ○ M 0 0.0
0 0,0 O M 0 M ○ M 0 0.8 0 0.0 ¢ 0.0 ¢ 8.8 0 0.8 13.3 125.0 & 8.0 0 0.0 213 ○ W 125.0 ¢ ¢.0 0 0.0 1ll.1
0 M 0 0.0 ○ 0,0 1to,0 0 8.0 0 0.0 0 M ○ 0,0 I20.0 0 0.0 ○ 0.0 116.7 0 虹0 I 6J ○ 0.0 0 0.0 ○ M 0 0.0 8 8,0
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真嘉川町 大煮付 掛 l村 戸沢村 最上全体 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南匿燭全 体 長井市 小国町 自麿町 飯豊町 西置賜全 体
綿 %実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % #% 8′′q実数 Q/′○実数 % 実数 % #& % 実数 % *& % 実数 % 乗数 % 実数 % 実数 冗 *& q′○
53&5 26.7 3弧0 2JM I相.8 0 0,0 125,8 337.5 17 30.4 654.5 i 9.1 436.4 4仙0 1534.9 7弧0 327.3 33.3 342.9 1639.0
430.8 l313 220,0 360,0 77○.0 13.3 2弧0 4 SO 2442.9 327.3 lO 弧9 654,S 6弧0 2558.1 4祖6 436.4 66,7 342,9 ド 札S
323,1 0 0,0 3乱8 0 0.0 228,0 26,7 125.0 112,5 2ー2hI ○ 0.0 0 0,0 i 9.I ¢ 帥 i 2.3 32L4 436.4 ¢ 帥 114,3 819.5
0 0.0 0 0.0 ○ 0.0 ¢ 0.0 0 M 0 0.0 ¢ ¢.○○¢ 0 0.0 0 0.0 ○ 抑 ○ 0.0 0 0,0 ○ 8,0 0 0.0 0 0.0 0 0.8 ¢ 0,8 0 0.0
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真童川町 大蔵相 鮭川村 戸沢村 最上全体 米派市 轟騰市 高島町 川西町 東南置賜全 捧 長井市 小国町 自薦町 頗豊町 西置賜全 体
棉 % 実数 % 実数 冗 実数 冗 実数 % 実数 冗 実数 冗 突放 冗 実数 % 実数 % SB % *& 冗 実数 A/′ロ*% ELF/0実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %
969.2 26.7 88.8 3iO.○ 770,0 26.7 375,0 6 75 4071.4 654.5 2182 327,3 6弧○ 1739.5 612.9 5瓜5 Il.I 457.I 1639.0
I 1.7 0 0.0 0 M 128.0 228.8 I3,3 ¢ 0.0 0 ○ 5 8.9 l 9.1 327.】 2 1ー2 22帥 8l8.6 642.9 I 9.I 33,3 22&6 1229,3
215.4 1弧3 0 0.0 i2M IlO.0 0 0.0 ○ 令.○○0 S 8,9 218.2 436.4 545.5 2祖○ 1330,2 ー 7.I 436A 44.4 114.3 川 24.4
新庄市 金山町 舟形町 最上灯 真室川町 大鼓柑 姓川村 戸沢村 最上全体 米沢申 南幌市 高島町 川西町 #hg%全 体 長井帝 小Ffl 自虐町 庶豊町 酉翠賜全 体
実簸冗 実数 A′/り実数 % 実数 ¢′○実数 冗 実数 a/′0** % 実数 % 実数 % 実数 冗 実数 冗 突放 % ** % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %
5Sis 3I弧O 550,0 3弧0 6軌0 268.7 I25.0 4 50 29SIj 486.4 f4S,S 438.4 6弧0 194,2 4286 654,5 668.7 457.1 284&8
3211 26.7 338.0 240.0 8SM 3lW.0 2弧¢ S62,5 2i50.8 545,5 763,6 436.4 6 弧8 2 SLヱ 857.1 545.5 77T.8 685.7 26611
969.2 3l弧0 860.8 5lo.0 998.8 3一札0 2SO,0 5615 4275,0 6弘5 763& 545.5 778.8 2558.I ほ 85,7 10W.9 I7.8 685.7 A 85.4
430,& 0 0.0 440.0 3弧0 4仙○○0.0 i25.8 4 SO 20 3S.7 I 9.i 2l8,2 0 0,0 228,0 5l.6 321.4 218.2 3313 1143 92.0
215,4 13.3 220.0 0 甘.0 0 0.0 0 0.D 0 0.0 i12,5 618.7 2は2 0 令,0 ー 9.I ○ 0.0 3 T.0 1 7.I 1 9.I 0 M 0 0.0 2 4,9
0 8.0 0 ○,0 110,00.0 220.0 0 0.0 125.0 0 0 4 7.I 327.3 i 9.1 1 9.I 8 0.0 Sl.6 213 0 0.0 ○ 0,0 ○ 8.0 2 4.9
i 7.7 0 W a 0.0 0 0.0 8 帥 8 8.0 ○ 8. ¢0 I tj 0 0.0 1 91 327.3 220.0 614.8 ー 7.i 218.2 1日.1 ○ 0,0 4 9.8
215,4 0 0.0 0 0.0 0 0,0 0 0,0 ○ 0.0 0 0.0 0 0 2 3,6 1 9.I 436.4 327.3 228,0 1023.3 42&6 0 0.0 0 0.0 342.9 717.1
215.4 0 0.0 220,8 0 M ¢ 0.0 0 0.0 0 0,80 0 4 7.1 8 0.0 ○ 8,0 i 9.I ○ 8,0 1 2.3 0 M 0 0.0 0 M I一寸J3 1 ll
折庄市 金山町 舟形町 最上野 真劃り町 大蔵相 即 肘 戸沢村 最上全体 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南老賜全 件 長井市 小国町 自鹿町 鮫豊町 西置賜全 体
{* % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実敦 % 乗数 % ** % 実欺 % 実数 冗 ** % 実数 % 実数 % 実数 冗 実数 % 実数 冗 実数 冗 実数 冗 実数 %
215.4 0 0.0 ○ 8.0 0 0.0 410.8 26.7 125.8 337.5 122Ⅰ.4 327.3 3273 2l.2 4他0 ほ 27,9 6服9 2相.2 8 M a 0.8 819.5
215.4 0 M 330,0 2北○ 440.0 13,3 0 0,0 2 25 1425.0 218,2 436.4 6N.5 3紘8 5ー34.9 1 T.1 218.2 33.3 1143 7l7.I
8朋,2 3lo.0 558.○ 360.0 220,0 0 ¢.0 125.0 2 25 2 39j 436.4 3ヱ7.I 8 8.0 220,0 920.9 535,7 436.4 66.7 S7lJ 20維S
0 0.0 0 M ○ 0.0 0 ○.0 0 0.0 8 8.0 125.8¢0 I lj 0 8.0 a 0.8 0 M 0 0.0 0 0.0 I 7.I 1 9.1 0 8.0 ¢ 0.0 2 4.9
粥良市 金山町 舟形町 点上町 真室川町 大蔵相 gJfLit 戸沢村 最上全件 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南置賜全 体 長井市 小国町 白鷹町 飯豊町 西置賜全 体
{% 0′つ実数 % 実数 % 実数 8′′0実数 % 実数 止′A)実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 0/E)実数 % 実数 % 実数 % 来社 % 実数 冗 実数 % 実数 % 実数 %
430,8 l3,3 S58.8 24M aSO,0 1 3.3 0 0.0 337.5 2l375 2l&2 S45.5 218.2 JI10.0 1330.2 750.0 436.4 33.3 342.9 1741.5
I 1.1 133 I10.0 12○.○ 2孔0 I3.3 0 0.0 112,i 8143 218.2 0 0.0 436A i10,0 716.3 21ユ 2l8,2 33,3 342.9 川 24.
I 7.7 0 帥 220.0 I28,0 110.8 1 3,3 ¢ 0.0 2 25 a143 218.2 1 9.1 0 M 44舶 7 6ー,3 1 7.I 4弧4 I1一.1 0 川 6148
53i,5 I 33 0 0,0 I犯0 228.0 0 0.0 375.8 112.～ 1323.1 327.3 436J 2は2 0 0,0 920.9 32).A 0 0.0 1l.I0 0.0 4 9月
0 0.0 0 0.0 ¢ 0.0 0 8.8 ○ 0.0 0 0.0 0 0,0 0 0 0 0.0 D 0,8 0 0.0 令 ○.0 0 8.0 0 0.0 8 M 0 M 0 M 0 ○.○ 0 0.0
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間14 山形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 村山市 東嶺市 尾花沢市 大石田町 北村山全 体
実数 % 実数 % 突放 % 実数 % 実数 冗 実数 冗 実数 冗 ** % 実数 % 実数 % 実数 A′′○*# % 実数 0/O実数 % 突放 冗 実数 % 実数 CV′8
① ○ 0.0 8 8.0 ¢ 0.8 ○ 0.0 ¢ 8,8 0 0.0 0 0.0 il.1 0 0.0 128.0 0 M 2 4.4 8 0.6 0 0. 0 0 0 0.0 0叫21捜i¢RI
⑳ 0 8,0 8 0.0 0 0.0 1 9.1 il.1 2 2.9 1 7.7 0 0.0 ○ 0.0 8 0.0 360.8 4 8.9 ¢ 0.0 0 ○.0 ○ 0 110,0 I
◎ 0 0,0 ¢ 0.0 ¢ 0,0 0 8.0 Il1.1 1 一.5 I 7.7 1l.I 323.I 120.0 0 0,0 6Ⅰ3.3 220.0 1はi f625 ○ 0,0 8
◎ I 3.8 l16.7 9563 218,2 il,I 14犯6 53&5 ¢ 0.0 i38,5 3弧8 i28.0 1431.I 1lM 337.S 3375 220.0 9
㊨ 2 77 1167 318B I 9I 8 0.0 713 S3&5 686,7 438 0 0, i20,0 帖 お6 6馳0 2250 S弧 13
㊨ 3廿S 0 0.0 i 63 0 0.0 1l一.I 5 7.4 0 0.8 0 0.0 ¢ 0.0 0 0.0 0 M 0 0.0 0 0.0 0 M 0 0 ○ 8.0 0 触
⑦ 17 旺4 46.7 318.8 651.～ 4411 3450.0 O 0.0 0 0.0 0 8.0 0 0.0 8 0.8 0 M ○ M 0 0.0 0 0 ○ 0.0 0 軸
⑧ 0 8,0 8 8.0 8 0.0 I 9.I 0 M 1 I.5 0 0.0 0 0.0 8 0.0 8 M 0 8,0 0 0.0 ○ 0.0 0 0.0 0 0 0 0,8 0 軸
間15(5つ以内) 山形市 上LJ 天童市 山辺町 中山町 菜摘村山全 体 寒河江市 剛と町 西川町 朝日町 大江町 西村山全 体 手仙 市 東根市 尾花沢市 大石田町 北軸心全 件
実数 冗 実数 % 実数 0′つ乗数 冗 実数 冗 実数 % 実数 % 実数 冗 乗数 % 実数 冗 乗数 冗 実数 % 実数 冗 実数 % 突放 % 実数 % 実数 %
① 934.8 233 9563 436.4 333 2739.7 538.5 3313 969.2 360.0 240.0 2 48,9 990.0 1tis 2 25 660.8 l8弘8
② 3l.i 23.3 212.5 ら45.5 8ユ与J lS22.1 323.I 44.4 2 5ー.4 240.0 48.0 153.3 228.0 337.5 112,a 338.0 9 25.守
③ l557,7 350,0 8SM 654,5 4414 365乙9 7Sl8 33,3 4SO』 i20.0 ○ 0.0 lS 3.3 228.8 1)2.5 4 SO 220.0 9 軸
㊨ 1 3.8 ○ 0.0 0 0,0 8 0.8 ○ 8,0 1 I.5 323.i ¢ 8.8 1 7.7 ○ 8.0 0 0.0 4 a.9 IlM 22S,8¢0 I仙0 4Lu
㊨ I 3.8 23.3 ち31.3 ¢ 0.0 Il,i 9131 0 0,令 Ill.1 4BOB 8 0.0 12W 613.3 220.0 2210 ○0 220.0 6l&7
㊨ 13SM I16.7 212,5 1 9.i 0 ¢.0 1725.0 215.A Ill,1 3?lt 8-0.0 I28.0 7tS.6 3弧0 225.80 0 i10.0 8Iq7
⑦ 838.8 46.7 425.0 S45.5 55.8 26は壬 861.ち 55.6 753,8 5lew 360,8 胡 82.2 418,0 675.0 787.5 l弧0 25晩4
㊨ 0 8.0 0 ○.D ¢ 0.0 D 0,0 ll.i I 1.5 2tiヰ ○ 0.0 0 ○,0 ○ 0.0 0 0,0 2 4.4 8 0.0 ○ 帥 ¢0¢0.0 8 的
◎ 2 7.7 233 212.5 I 9.I 1lLl 8lB 438.8 3313 215.4 ○ 0,0 128.0 lO2,2 2犯0 337,5 337.5 228.0 lO271
㊨ 415.4 23.3 318,8 1 9.1 3313 1319.1 53l,S 22,2 430,8 0 0.a ○ 0,8 l 24A 330,0 337.S 2 25 110.0 925.8
◎ 934.6 233 3l8.8 S45,5 33,3 2232.4 323.1 222 753,8 4Si)十D 240,0 柑 札0 2犯0 0 0.0 0 0 22M 4lLl
◎ 623.I 0 ○.0 2はi 0 ¢.8 22,2 柑 lJ.7 430.8 11Ll 0 8,0 0 8.0 0 8,0 5l1.I 338.0 225.0 I125 220.0 821
⑬ 726.9 118.7 I 63 327.3 & 0.0 l217.8 648,2 0 0.0 I 7.7 0 8.0 l2¢.0 817.8 338.0 Iほ5 2 25 80.0 6lS.7
㊨ 830.8 23.3 53lJ) 1 9.I 55,6 2ー 30.9 I 7.7 1tH 0 l川 21M 360.0 715.6 1lO.0 112,5 337.5 ¢ 0.8 i1～
㊨ 726,9 4防.7 425,0 436.4 444 2338 430.8 44.4 6服2 I･20.0 368.0 柑 4M 1lM 225.0 2 2S 440.0 9筏8
㊨ Sけ2 I16一7 l50,0 872.7 il.1 233,8 I 7.7 Il.ー 323,1 0 0.0 0 8.0 5l.I 33010 22iO Il2.5 1lM 7l9,4
⑳ I 3,8 i16.7 I 6.3 0 M 0 0.8 3 4.4 I 7.7 33j 0 0,8 0 0.0 8 0,0 4 8.9 ○ 0.0 8 0.8 ¢ 0 110.0 1 23
問16く2つ以内).山形市 上山市 天童市 山辺町 中山町 東南村山全 体 寒河江市 河北町 西川町 朝日町 大江町 酉村山全 体 村山市 東根市 尾花沢市 大石田町 北=山全一陣
実数 冗 突放 % 実数 ¢ノ′0** 冗 実数 % 実数 冗 実数 冗 実数 冗 実数 % 実数 % 実数 冗 実数 % 実数 冗 実数 % 乗数 % 実数 冗 ** %
① 1557.7 583 l 6u 654.5 2212 3957.4 辛61.5 3313 969,2 4軌0 480.0 2862.2 3弧0 337j 337.5 660.0 154u
② l.661.5 350.0 637,5 763,6 44.4 3852.9 S48,2 444.4 753 480,0 ¢ 0.0 引 46.7 6弧D 875.0 562.5 1仙0 lS艶尋
◎ 519.2 I16.7 318B 5j5.5 3ユ13 1725.0 215.4 22.2 I 7.7 l20.0 1 2M 715.6 228.0 112.5 I12,5 220,0'6lG.7
◎ 726.9 0 0.0 31&8 I 9.I ¢ 0.0 l 16,2 ○ 0,0 55S.8 215.4 0 M 128.0 a17.8 33M i12,5 337.5 IlM 82u
㊨ 0 0,0 I16.7 2 2ー5 I 9,i 0 8,0 4 5.9 I 7.7 iIu 0 0,0 128.0 0 8.0 3 6.7 0 8.0 112,5 I 2ー.5 220.0 4l=
㊨ 0 8.0 0 8,0 0 80 I 9.I il.I 2 2.9 215.4 0 0一0 i 7.7 0 M I20.0 4 8.9 ○ 8.0 0 0,8○0 8 0.0 0 小
⑦ 0 8.0 80,0 1 6`.3 0 0.0 0 0.0 i I.5 0 8.0 0 0.0 8 0.0 8 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0,0 0 0.0 ¢8 8 0.0 0 糾
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新庄市 金山町 舟形町 最上野 真童川町 大歳柑 妊川村 戸沢村 最上全件 米沢市 南陽市 高島町 川西町 束南置賜全 体 長井市 小国町 日清町 伝豊町 西匿鴨全 体
## % 実数 % 実数 % *% % 実数 % 実数 冗 実数 % 実数 % 実数 % 実数 B/′0実数 % 乗数 冗 実数 冗 乗数 % 実数 % 実数 % 実数 % *& ¢′JT)実数 %
0 0.0 0 M 1仙0 ¢ a,0 ○ M 0 0,0 0 0.0 I12,5 2 3,6 ○ 0.0 ○ 0,0 ¢ M 8 M O 0,0 0 0.0 ¢ 0.8 0 M 8 M 0 0.0
0 M 0 0.0 ○ 0.8 368.0 220.0 ¢ 0.0 I25.0 ○¢ 6101 I 9.I 0 0,0 218,2 0 M 3 7.0 0 0.0 3壬Tj 22.2 ○ 0.0 5 2ー,2
0 8,0 0 0.0 ¢ 0.0 0 8,0 220.0 8 0.0 ○ 0.0 0 ○ 2 3.6 00,0 I 9,1 2T81 ○ 0,0 3 7.8 32ーJ 0 糾 1l.1 ltJj Sl2,2
ll 84.6 26.7 220.0 0 0,0 338.8 268.7 2SO.8 4 50 2646.A 1 9.I 436.4 0 a,8 22M 716,3 42&6 436.4 4ll.i A57.1 (639.8
8 0.0 0 0,0 ～58.¢ 249.0 3沌0 13,3 0 8.0 2 25 り 212 545.a 438.4 218,2 S弧0 柑 372 32L4 327.3 0 8.0 1tlユ 7 17.1
¢ 0,0 ¢ 0.0 0 8.0 0 0,0 0 0.0 8 0.0 ¢ 0.0 0 8_ 0 8.0 327.3 I 9.I 327.3 0 8.0 7163 4壬とS 0 0,8 0 0.0 0 M A 9.!
1 7.7 0 0.0 0 0,0 0 0.0 0 0.0 0 M 0 0,0 0 ¢ 1 1.8 0 M ¢ 8.8 0 0.0 ¢ 0.0 0 0.0 ○ 0.0 0 8.0 0 0.0 0 0.0 0 0,0
8 0.8 0 0.0 ○ 8.0 ¢ 0.0 8 0.8 0 8.0 0 8.0 ○ 0 0 0,8 a 0.0 ○ 0.0 0 0.0 ○ 0.0 0 0.8 8 0.8 C 0,0 0 M ○ 0.8 a 0.0
I 7.7 i3.3 2犯0 0 0.0 0 0.0 ○ M 125,0 112.5 610.7 1 9.1 i 9.i 2183 3 30 7ISj○0 1 9,1 22.2 1lJj 4 9.a
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真嘉川町 大蔵相 #川村 戸沢村 最上全体 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南置賜全 体 長井市 小国町 白鷹町 頗豊町 西置賜全 体
綿 % 実数 冗 実数 ¢ノ/ 実数 冗 実数 冗 実数 % 実数 冗 実数 % 実数 % ** % *% 冗 実数 a/′℡実数 冗 実数 % 乗数 O/′○突放 % 実数 % 実数 冗 実数 CL/′て)
648.2 3lo.0 770.8 368.0 a馳0 13.3 37S.0 787.5 3867.9 763.6 763.6 6545 448.0 24Sj 9朗,3 763.6 55.6 685.7 2765.9
3al 0 0.0 440,0 240.0 33M 13,3 125.a S 15 2035J 763.6 S45.5 1 9.I 338.0 1637.2 42&6 2一㍍ 22.2 457.I 2ー29.3
646.2 0 0.0 4初,0 2服○ 5SOD I3.3 0 0,0 2 25 2035.7 545.5 1 273 436.4 3施8 lS31.9 535,7 436.4 8 0.0 0 0,0 92.0
1 7.7 0 0.0 ○ ○.0 0 M 330.8 13.3 0 0.80 0 a 8.9 0 0,0 i 9.I 0 W ¢ 0,8 i 2.3 I 7.I I 9.1 1日.1 0 M 3 7,3
1 7,7 31脚,0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 I 3.3 0 ○.0 112.5 610.7 0 0.0 I 9.1 0 0.0 228.0 3 7.0 32u 32T3 22.2 (143 92.0
0 0.0 0 8.0 I10.0 120.8 110,0 I313 0 O.○ 112,～ 5 a? 436.4 1 9.I 0 8.0 220.0 7163 214,3 1 9.1 33.3 I2&6 819,5
lO76.9 3lo,0 33朋 3紬.0 a 8.0 13.3 250,0 l lo3867.9 436.4 2柑十王 872.7 4JO,0 l841.9 i57.I 436｣ aS.6 228,6 1946.3
0 0.0 0 M 0 Oh a 0.0 0 0.0 0 0.0 ○ 8.0 0 0 ○ 8.0 0 0.0 I 9.I 8 M IlM 2 4.7 ¢ O.¢ 0 8.0 1日.1 IH.3 2 J.9
215.4 1乱3 220.0 240.0 0 0.0 ○ 8,0 0 8.8 112,5 8L4,3 2182 I 9.i 3273 0 0.0 6L4,0 j2&6 3273 33.3 22&6 1229.3
4SOB I 3,3 330.0 120.8 220.0 8 0.0 I25.0 8 8 1221｣ 218.2 218,2 I 9.1 1lO.0 81棚 †lJ,3 218,2 33,3 ¢ M 717.1
323.1 13,3 2犯8 480.0 330.0 13.3 i25,0 2 25 1730.4 ¢ 8.0 327.3 327.3 330,0 920.9 428,6 327.3 33.3 22&6 1229,3
1 7.7 0 M 8 0.0 I28.0 0 0.0 ¢ 0.0 ¢ 0.0 0 0 2 3,6 I 9.1 0 0,0 1 9.1 I10.8 3 7.0 I 7.I 0 0.8 22,2 ○ 0,0 3 7.3
323.I 0 帆 220.0 0 0.0 330.0 13.3 2弧8○0 l 19.6 2は2 S45,a 2ほ,? 1 0ー.tI 10さL3 32一.4 32T.3 0 M ilJj 717.1
I 7.7 0 0.0 I10,0 ¢ 0.0 ○ 0.0 2弧7 ¢ 0.0 2 25 ら10.7 1 9.I I 9.1 2 8ー1 220,0 6lW 214,3 ○ 的 22,2 I143 }12.2
4SOB 0 0,0 8 M 8 0.0 330.0 1 3.3 8 0.0 i12,5 916.I 0 0.0 2l&2 218.2 IlM 5l.6 2lJ.3 i 9.1 ¢ 0,0 342.9 6廿6
538,5 26.7 4札○ 248,0 770.0 ○ M 125.0 4 50 2S4.6 43i,4 5JIB.5 327.3 668,8 184).9 961,3 327.3 58.6 57Ll 2 S3.7
215.4 0 0.0 4仙O 12M 118.8 l3,3 125.0 4 50 1425.0 218,2 I 9.I 2柑2 1叶○ 6け○ 32日 2ti? 0 0.0 j57.i 92.0
I 7.7 0 M 8 0.0 令 0.0 ○ 0.a 0 M 0 M 0 0 i I.8 0 8.0 ○ 0,6 0 0.0 ¢ ○,¢ ○ 8.8 ○ 0,○ ○ 0.0 0 0.8 0 M 0 0,0
新庄市 金山町 舟形町 最上野 真室川町 '大蔵相 掛一昭 戸沢村 最上全休 米沢市 南陽市 高島町 川西町 東南置燭全 体 長井市 小 白鷹町 伝豊町 西劉笥全 体
贈 % 実数 % 乗数 % 実数 % 実数 0′/○実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % *% % 実数 ○′実数 % 実数 % 実数 EV′0実数 冗 実数 I)/′○美女 %
川T&9 3lo.0 660,8 2弧8 8SO,8 26.7 i25.0 6 75 3867.9 i45.5 763.6 7 83.6 5弧0 24SB 857.I 545.5 66.7 22&6 2l51.2
753月 0 M 5馳0 36M 440.0 I幻,ユ 12帥 4 S8 2544.6 438.4 545.5 2は2 338.0 1432.6 6一?. 436.4 33.3 i57.I 17Jl.5
438.8 I3.3 0 0,0 12M 550.0 26.7 I25.0 2 2Sr 16三&6 545.a 218.2 2181 4収¢ 1330.2 642.9 2l8,2 22.2 ?2&6 1229.3
¢ 0.8 0 帆 440,8 0 8.0 220,8 1 3.3 I25.0 1l2.5 916.I 0 0.0 i 9.I 1 9.1 228.8 4 93 2lt3 0 0.8 33,3 0 0.0 5 2ー.2
1 7.7 1弧3 110.0 120.0 ¢ 0.0 8 0.0 i25.0 ¢0 5 8,9 1 9.I 218,2 0 0.0 J朋 4 9.3 I 7.I I 9.I Itl.1 1lJ,3 4 9.8
i 7.7 0 0.0 0 0.0 128.0 0 8.0 0 0.0 ○ 8.0 ○0 2 3.6 ○ 8,0 0 0,0 1 9.1 ¢ 0.0 1 2.3 ○ l川 3273 0 8.0 I13 1 9,8
( 7.7 0 0.0 8 0.0 12M 0 8.0 0 0.0 8 0.0 0 ○ 2 3.6 0 M 0 0.8 I 9.I ¢ 0.0 I 2,3 0 0.0 8 0.0 ○ M i14.3 I 2.4
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補 1 間17 地域の将来像 (自由記述)
(山形市)
坦①合併を早急に実現すべきO②市民が権利だけ主張することが多すぎて､自分の責任を
忘れている｡一現在の日本の社会で民主主義のはきちがい｡③日本国民､市民であるこ
とを忘れている｡権利と義務が同じくあることを､全員が自覚すべきだ.④ 無料の社
会福祉は限度がある｡
田歴史 ･文化を大切にしながら､誇りの持てるふるさと作りをしたいO
自治にふさわしい自主した自己責任を持てる地域を目指す｡
回国が進める三位一体の改革O地方にとっては､必ずしも先行きが明るいものではない｡､
市民の皆さんから､これまでのように住民サービスが出来なくなっていることを理解し
てもらうことが大切です｡そして､地方自治体は､住民にとって何が必要なのかをしっ
かり見極め､サービスの差別をしていかなければならないと考える｡
斑自治体改革を進めなければならないのは理解するが､現在のありようは異常｡平成3年
からの国債発行から今日まで国主導の借金体質 (景気回復のため､その当時から自治体
の借金を増やしてきた｡なお､議決をしている議会にも責任はあ考｡)の責任の所在が不
明確｡その矛盾を公務労働者のイケニエでごまかしてきている｡すべての面で､減らせ
ば良くなるような感があるが､それは本来のあり方からすれば違うと思う｡将来像が描
ける財源の確保がなければ｡なお､住民が'行政に参加してよかった"そんな喜べる環
境づくりが大切と患う｡
H①人口減少に伴う集落の維持困難地区に対する手立て ②学校の適正規模の配置､統合
含む見直し ③保全管理を含む農業の立て直し
斑地方自治の完結
二重構造を整理して県を縮小し､将来は整理すれば､地方自治の行政コスト削減となる｡
E30誇れる郷土の確立 (地域文化都市)○環境先進都市づくり ○地域･郷土文化の継承
発展 ○地域､地場産業の育成 ･振興 ○若者が定着できる都市づくり (子育て支援含
む)
回幼児から高齢者まで一緒に生活していける地域社会
垣私自身市民であり､県民､国民であるということを念頭において議員活動をしている.
ここ数年個人や自治体を含め､安心して将来像を具体化出来ないよな社会不安が広
がっている｡
個人の努力が報われるような政策を市民一人ひとりと身近に語り合い､課題を解決す
る方策を兄い出してゆく努力を続けているCこのアンケートもその一助になればと結果
の分析を期待している｡
El①間16-③にある ｢自治体内分権｣を推進したいと思うが､強制ではなく､協働の力で
住民の意識向上を図っていきたい｡ ②議員としての資質向上､議員提案権をきちんとと
らえ､一議員であっても､自治体総合計画 (ビジョン)を二元代表制の中でも示してい
きたい｡
斑支配統治型の行政から地域の自主自立型を支援する行政へ方向を転換｡地域住民自身は
自主的に地域のあり方を検討し､計画を立て､自立した地域づくりを行ない､地方自治
体行政はそれを支援するようにすべきと思う｡
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且○次世代の負担軽減に向けた施策を(行財政改革)○住民と行政との責任分担を明確化
した施策を ○生きれて良かった､住んでよかったと言われる県都山形らしい誇れる町
づくり ○若者が定着し､活気ある町づくり
田広域合併も視野に入れた行財政改革が望まれている｡(地方都市は加速度的に人口減少し
ており､限られた財政規模では､増大する社会保障は支えきれなくなる｡)
○食の生産拠点としての地域づくり ○農のあり方を模索すべき(農業ではない) ○若
者の安定した雇用対策 ○地域に根ざした人間性のある教育
囚現在､議員は地域の代表の色合いが強い｡真に､市民の代表者として選ばれるならば､
特定のメンバーと繰り返し ｢安心して暮らせる地域､老若男女が夢を持ち作れる地域｣
を作る論議をしたいO
囚地方の自治､自立のためには､地域の自立と住民の自立が必要｡自分独りではできない
ことについて住民が組織する行政体にお任せするという原点に､一度立ち戻る必要があ
るのではないか｡
(上山市)
塩○選挙公約のマニフェストの作成で市民の評価を得る ○地域性を重視 ○市行財政の
チェックの強化
Fl将来像など提言しても首長の考え方で決定するのでナンセンス !
囚地方自治法と憲法に基づいて､国がしっかりその責任を果すこと｡交付税減らしは許さ
れない｡自治体を大きくして民主主義が遠のくことは許し難い｡自治体歳入を図る上で､
地場産業､農林業の振興は前提条件｡
田自分のまちに責任を持つ市民をいかに多く育てるか､自立した市民の姿を追及していき
たい｡一方､行政に対しては､情報を最大限市民に提供することを求めていく｡正しい
豊富な情報を得ることにより､正しい判断ができるのであり､そこから市民と行政の信
頼関係が生まれ､協働も生まれてくるものと思う｡
(天童市)
匝住民一人一人に徹底した行政サービスが出来るような行政を進めなければと思っている｡
勝手きままな囲からの押し付けではたまったものではない｡
匝少子化と高齢化が進むなかで､それに対応しながら暮らしやすい地域
良道州制導入の実現を図ることを前提に村山全域の合併により政令指定都市を目指すべき｡
鞍人輝きほこりのもてるまちづくりの建設O住んでよかった定住人口の増加で将来7万人
都市を目標に取組む｡
田市民の自立､自己責任､社会的道徳等､市民の個人的モラルを上げていかなければなら
ない｡何でも行政ではなく､何でも市民｡その結果､市民で出来ないものを行政が市民
に代わって行うだけ｡また､その分の税金を納めるだけでよい｡｢自由で大きな市民､後
押しする小さな行政｣
宙オンリー ワンの自治体を目指す｡○観光の振興 ○日本一の数を増やす ○天童ブラン
ドの確立 ○財政改革の更なる推進
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匂住民ひとりひとりが､そこに住んでよかったと思える ｢ふる里｣として誇れるように暮
らせる地域になることが理想｡
匂周辺部の児童数が激減しており､小学校に空き教室がでているが､新興住宅地において
は､逆に児童数が多く教室が足りないというアンバランス･格差が開いている｡老人福
祉も良いが､児童福祉があまりにも立後れているので少子化の歯止めになる施策を早急
に確立していきたい｡
(山辺町)
匝○一次産業の将来に希望が持てないことが地域格差が拡大する要因､土地利用特に農地
の有効利用するための規制緩和 ○国の行政機構見直し ○国は外交､防衛､財政調整
業務等として､住民生活に直結する道路 ･河川 ･都市計画などは地方に任せる ○補助
金制度の廃止 ○行政事務量の削減､そして人件費軽減 ○代議士は50万人に一人 ○
参院廃止､知事が兼職とするか定数を半分とする｡
斑合併新法期限内の合併推進に勤めるOこれまで以上に近隣市町村議員の交流を深めてい
く｡
斑行財政の確立のため､産業の振興を推進する0
回地方分権に対応するため早期に合併を進め､少子高齢化福祉の充実を図り､住みよいま
ちづくりに努力する必要がある｡
凶地域住民と行政そして､､地域の代表としての議員の役割を､明確化し､なれあいの構図
からの脱却やNPO組織の充実を図り､積極的な住民の参加が出来る､行政機構の推進､
町への参画に無関心から積極的に行動する町内会組織を作る｡
陪○住民主体の行政への移行 ○簡素でスリムな体勢 持続可能な健全財政の実現 ○将
来は合併の実現
由自治意識の高揚と真の住民自治による自治体を目指さなくてはならない｡
(中山町)
田夜間 ･日曜日議会の開催推進で経費削減
囚特色があり活気あるまちづくり 弱者に対する目配り､気配りのある町
田自主防災組織をそれぞれの地区ごとに立ち上げ､防災に対して意識の高揚を図る｡
回国では建設関係はもちろん､警察､自衛隊まで談合がある.まず天下りをなくすととも
に､責任を認めて役人に辞めてもらいたい｡口ぽっかりで､ごまかしのやり方では行政
改革は成功しない｡これでは合併などの効果も､あまり期待できない｡
(寒河江市)
凶①財政が困難な時代､政策提言はおのずと住民参加型､共働によるまちづくりとならざ
るを得ない ②異常なまでの少子化傾向が予想され､受益と負担をどの程度にするか､
次代を担う人々が負担可能な限度額をいかに算定すべきか 等々課題山積である｡2050
年目途の人口予測で将来像を映く必要がある｡自己責任感を強く持つ寒河江市づくりを
目指したい｡
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輯地域的な公平性をどう確保していくかという課題を解決すること
払将来は村山地域一本化による市政を考えているが､1段階2段階3段階が必要｡合併に
火をつける事こそ重要｡規模等関係なく､出来る所から｡(中山町､河北町､東根市)
垣少子高齢化の加速で民生費が大幅に増大している｡これらの事をいかに市民に理解して
もらい､独自の道を歩むのか､広域合併をすすめるのか､情報を大いに出して判断を仰
ぐ｡
同合併によって大規模な自治体にすると人口が都市部､中心部に集中し､農山村などは疲
弊していく事になる｡
璃農業､林山業など地域の資源を復興させ食料自給率の向上や国土保全などにシフトすべ
き｡国の政策も農林漁業などにもっと力を入れていかなければ､環境汚染と食料不足で
国は滅びてしまうのではないか｡
E市町の合併を図り経費消滅 少子高齢化に対応できる行政
(西川町)
E少子高齢化による人口減少と財源不測は益々進む｡また生活の利便さから管内の中心部
に人が集まり､山間地域の衰退が加速すると推測される｡今後とも圏内の住民に同レベ
ルのサービスが出来るような枠組みをつくる必要がある｡
rg定住人口の増加する政策を展開することが何よりも先んじている.
匝早く合併するべきだ｡
臣①住民が安心して生活できるような政治をすること｡ ②生活環境の平等な政治をなす
こと｡ ③地方にも安心して定住できる環境保持をなすこと｡
回山村で戦後は杉の柱林を生業として､総べてをかけて努力してきたが､その結果はあま
りにも無惨な状況で山村に生きる意味がなく､後継者もその姿に呆れて家を去るのが必
然の状況｡国も県もこれらの実状を無視して構造改革の理屈だけを並べ立てている｡こ
うした現実を厳しく受け止め､その上に立った政策を打ち立てていかなければ､山村の
将来像は活けない｡
(朝日町)
Fq町民が相互扶助の精神で仲良く助け合っていく町､町民の所得 (収入 ･年金を含む)が
町内で回る町｡
月地域の連携が次第に薄れてきている｡｢患いやりの心｣を育てたい｡農政対策を危倶する｡
このままでは後継者は育たない｡この小さな町で､300haとの荒廃農地がある｡
(大江町)
町○全国地域共に少子化対策 ○農業で安定した生活ができる農産物の価格安定対策 ○
税金の無駄を無くすこと ○減税の実施等
(村山市)
四〇活気あるまちづくり ○若者に夢を与えるまちづくり ○教育施設の充実
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団地域の歴史､文化をもっと重視して合併を進めていくべきと考える｡単に数合わせの合
併では将来に不安を残す｡
匝観光行政を取り入れた交流人口の拡大により定住促進に努力するO
四一日でも早い市町合併が必要｡首長が積極的に取りくまなければ前に進まない｡
囚○安全で住み良いまち ○美しく品格のあるまち ○便利なまち
(東根市)
団職場の創設は人口の集積を生み､発展につながる｡空路の確保により工場誘致を図る｡
坦○東京便の復活 (山形空港) ○滑走路の延長 (現1500M-2000Mに延長) ○近隣諸国
への国際便の増便新設
陪行政が描いている施策に対し､自分の考え方を積極的に政策提言の形で述べていく｡
団人口が減少する中､国土の保全 ･民生の安定が基本であり､将来は地域格差がなく､均
衡ある地域を作ることが大切だ｡
詞地方財政をとりまく状況は厳しいため､行財政面から検証するとともに､費用対効果の
うえからもあわせ無駄をなくし､住み良い地域にしていきたい｡
固①税源移譲が全部終了した段階で､自主独立の自治体を創り上げていくべき｡②一般市
民 (一流企業を除く)と職員給与に差｡自治法を改正し､地域に合った給与体系に｡③
山間地に新築する場合､除雪､道路補修は自分で責任を負う約束ができるような自治体
になるべき｡④少子高齢化の少子を解決するには､夜9時以降停電すれば解決の様に｡
(尾花沢市)
囚高齢化社会を真剣に考えなければならない｡と同時に､少子化に伴う小中学校の統廃合
を進め､適正規模の学校の構築が必要だ｡過疎化の波が大きいが､雪に勝つ方策､道路･
流雪溝の整備に力を入れていく必要がある｡
国少子化による人口減少は全国的だが､当市は､雪による減少が著しい｡雪対策が重要課
題である｡
団公平で民主的な､住民の､住民による住民福祉の政治｡老若男女の市民が､住みやすい
明るい地域社会を実現していきたい｡
固豪雪の為と農業､産業の不振により､人口流出が続いているが､自然と共存する生活を
大事にできる環境作りに努力したい｡
回過疎が進む中､定住対策に重点的に力を注ぐべきだと患う｡
(河北町)
固町民の自主性､協力体制の強化 (例 :環境の問題､道路の美化)
田①早急に効果のある少子化対策を長期に継続する｡ ②下水道事業は他の公共事業より
も､自治体財政の大きな負担になっている｡市町村設置型浄化槽の設置事業に切り換え
るため､種々の縛りを解く必要がある｡ ③財政を圧迫する政府与党の｢改革｣を改めても
らう｡
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Bg人口が減少し､財政力低下が懸念される今日､地方自治体として生き残るため､人口が
過度に集中した大都市部から人口減少の自治体への移住施策が肝要である｡それには､
町民と行政の協働体制で､町民手作りの活力ある地域づくりを推進していく体制と意識
作りが望まれる｡
田村山地方として､山形市を中心とした2市2町の合併で｡天童市､東根市､河北町を合
併し日本一のフルーツ地域を｡その後､村山地方は2市とする合併を.山形を中心とし
た地域づくりでは山形県の発展はない｡
囚団塊の世代の退職にともなって地域での活動をどうするか (人材の活用 ･リーダーとし
てNPOへの参加)及び協働しての地域づくり
恒行政が中心のまちづくりから､今後は住民と協働で行うまちづくりへ｡
(大石田町)
環行財政改革はもち_ろんであるが､職員の意識改革のみならず､住民の意識簸革を行い､
権利と義務の認識をはっきりさせ､協働での町づくりを目指す｡また､生活インフラの
整備はもちろんであるが､他にしっかりとした特徴ある町づくり (例 ･生活 ･教育)を
推進する｡しかし､予算規模も大事なことであるから､国家プロジェクトの導入 (例 ･
ニューモ等)の検討なども必要だと思う｡しかしながら､議員として今泉も必要なのは､幅
広い情報収集と分析能力を身につけ､行政の広い意味でのチェック機能を果たすことだ
と患う｡要するに､そのためには自分を含め議員はもっともっと勉強し､研錆を深める
必要があるo
尉官と民の役割は従来どおりという考えを改め､地域で出来ることは地域が行うという意
識をつくりあげていかなければならない｡
同行政は住民の意見を聞く耳を持ってほしい｡職員はどこにも負けないサービスの提供が
できるスリムな行政を望む｡
匝少子高齢化時代に対応した福祉の充実と少子対策を｡基幹産業である農業の活力を取り
戻す地域にしたい｡
良積雪の多い町では､生活道路の確保が最重要.また､米作りが基幹産業であるが､将来
の.ことを考え､食糧に力を入れていくべき｡少子高齢化も重要課題｡子育て対策も財政
が厳しく思うように出来ないのが歯がゆい｡
E?各自治体の独自性･文化etcととかく言っているが､本当に歴史.文化･伝統があるのか
疑問に思っている｡夢言葉でない現実を直視しなければならない｡
(新庄市)
由県が推し進めている教育の場 ｢学校｣のように少人数学級と同様市町村も自立できるの
であれば､小さくともそこに居住する人々が生きがいが持てる町､村づくりが理想です
が､合併の有無にこだわらず､元気のある ｢活力と希望のもてるまちづくり｣を目指し
たい｡
Lg議員として地方自治の関係をはっきり認識させ議員の政策関与についても執行部､議会
共にもっと勉強すべきと思う｡地方分権､三位一体改革が身についた地方自治体にする
ためお互いの勉強が必要と思っている｡
撰中心商店街の衰退は自治体にとっても大きな財政的不安が大きくなる為に郊外大型店出
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店に対し何らかの規制が必要になると思う｡
匝○活き活きした人間関係を保ちたい(失いたくない).O愚直に農業振興を行い､農の多
面性を活かしたい｡ ○都市との人的交流が増えているが更に深めたい｡
田行政効果を上げるために街並みの再編｡成果主義に徹し無駄を省く｡定住をはかるため
に住環境の整備
垣交付税を地方財政を基本とすることを確立し､三位一体の構造改革で地方に負担をかけ
るようではならない｡景気回復で法人税1兆2千億の増が図られている｡国は本気で取
り組むべきである｡
回現在､人口流出に歯止めがきかなくなってきている状況で､先ず､これに､何とか対策
をしなくてはいけないと思う｡そのためには､雇用対策は特に若者の働く場所を確保し
て､さらに､環境整備をし､住み良い街づくりにつとめなければならない｡
由①企業誘致など働く場造成を図り定住人口の確保と地域経済の活性化 ②市民と協働の
まちづくりによって､活力ある住みよい地域の創造 ③高齢者福祉の充実を図り住んで
よかったといわれる地域づくり
く金山町)
田密室行政展開の横行は地域を破壊する｡
Bg現在の財政状況､人口減等を考えた場合､早急に合併を進めなければならないと思いま
す｡
回間18､19､20を書かせるのは､どうですか?
(舟形町)
斑1年でも早く最上1市7町村の合併に加えて尾花沢､大石田を含めた最北合併を推進さ
れ､東北のへソ的地理的環境を活用した大自然､東北の立地的活用都市の建設を進める
べきである｡
困広域合併も視野に入れた行財政改革が望まれている｡(地方都市は加速度的に人口減少し
ており､限られた財政規模では､増大する社会保障は支えきれなくなる｡)
匠新庄 ･最上地方が早く合併を進めるべきである｡今の町や村では将来像は描けない｡合
併が遅れるほど住民に負担をかけてしまうのではないか｡首長や議員や合併に対する考
えを強く持ってほしいものである｡山形県はもっと合併の気運を高めないといけない｡
団少子高齢化社会で町の人口がどんどん減少している｡その対策として地方にふさわしい､
企業を誘致し､町の若い人達の定住を進めると､ひとりでに町づくりが出来ていく｡今､仙
台､山形､東京に職を求め､出ていく現状だ｡
較人口減少と脆弱な自己財源を考える時､積極的な将来像など絵に書いた餅であり､残念
ながら､市町村合併を進め､行政コストを下げる事から出発し20年前に盛んに行われた
多極分散形の国策に今の格差推進策を変える事､そして過疎と過密がますます深まるの
をストップし､狭い日本を広く生かす様に強く進める国会議員の多くなる事を夢だと思
うが､願います｡
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(最上附)
昏少子化に本気で対応するのであれば､地方に目と対策を講ずるべきと患う｡将来の日本
国のため地方で安心して子作と米作が出来るようにO公共事業ではなく､子協事業とし
投資する位の施策がほしい｡
垣①国土､生活等全国の均衡ある発展や水準維持するため富の再配分の役割を持つ地方交
付税の機能強化 ②本町の場合､農業 (林産業も含む)が基本産業となる｡現在の消費
が先行する風潮ではなく､生産する事が土台となるカルチャーが必要である｡これらが
ないとムダな公共土木工事が進められる｡ ③様々な形のクリーンエネルギーの生産に
ついての取り組み
挺著者がいきいきして定住できる町を作りたい.
良それぞれの地域が､それぞれの一戸一戸が､自立できるだけの所得があって常に前向き
に生活できる環境を作りあげていきたい｡
固○農業 .観光 ･保健 ･医療 ･福祉の連換強化 ○住民の自立意識の向上 ○行財政改革
(真室川町)
匂①人口を増やしたい｡ ②自然を活かした観光開発を行いたい｡(例えば甑山への観光
ルートの開発を行い日本一のブナ林を見てもらいたい｡) ③②と併せて温泉の発掘
厄私は1人の議員として又､1人の住人として､合併による財政に対するメリットは分
かっているつもりです｡しかし広域合併することによって､都市部への集中が強まり山
村､へき地への行政サービスがいきわたるのか､特に冬期間の除雪等はどうなるか､町
村の伝統文化はどうなるか､人口が都市部へ流動する事によって地域の崩壊がおきない
のか､自治体職員､議員数を減らし必要な物は広域事務組合化して (国保､介護､病院)
自立できるのではないか｡
Ig都会化 (やぶひらけ)してきていて地域の協調性が失いつつある｡地域づくりから町づ
くりそれが国づくりにつながる｡
良合併による過疎にならない様に､合併によりシャッター街にならない様に､国や県から
の権限委譲は良いが､交付税､補助金減額に心配､行政サービスの低下を心配､過疎に
なり雇用の問題化と税収が少なくなるのでは｡
田農業が活性化され元気になったら町全体が良い!
回働く場所の確保が最重要と考える｡企業誘致ができれば良いのだが難しい状況なので地
場産業の育成振興を図ることと考える｡既存企業の保守 ･拡充を推進するとともに､農
業振興が重要でありバイオマス産業を取り入れるなど住み良い環境を作り定住できる町
を目指したい｡
厄少子高齢化が進展し､町の存続が危ぶまれている現状を打破するためには､子育て支援
や健康寿命の延伸を積極的に図っていく必要があるO又､若者の定住促進のため､雇用
の創出､特に基幹産業である農林業の振興が重要である｡そのことにより交流人口の拡
大につなげ､地域の活性化につながる｡ただ､将来的には市町村合併だと思う.
(大蔵相)
由自立の道を選んだ本議会であるが､年々減少する世帯数人口､過疎化が進む今日---又
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乏しい本村の財源､更に三位一体の改革による交付税の減額等々で基礎的自治体として
運営が困難となることも予想されるが､限られた財源の有効活用と投資の集中化により
地域課超の解決に向け積極的に推進していかなければならないと思う｡将来は最上8市
町村の合併も--･
同①常日頃の生活に清々した毎日であるようにしたい｡それには農産物の安定した収穫と
販売･いわゆる特産物の開発等しなければならない｡②工場の誘致--･男子型企業50人
位働ける場所がさしあたってほしい｡
(鮭川村)
担地方自治の確立､中央一辺倒の現場では地方自治の確立は不可能です｡財源を地方に与
えるべきと考えるO手足をしぼり陳情政治のもとで地方自治の確立は不可能.
垣県が合併推進構想策定しているから､国の平成22年3月特例に関する法律といわず県が
独自で進めるべき｡
EB広域市町村行政は県内でも一番早くその目的に最上は一つのことがあったはずであるが､
なかなか達成の方向すら見えていない｡当時10万以上現在9万切る人口だ｡将来地域の
人が安心安全に生活できるための基盤作りに全力をもって努めたい0
く戸沢村)
担市町村合併を今後進めるべきだ｡
団今日まで長きに渡り官僚や政治家の怠慢政治が今の国､県､市町村の借金を生んだにも
かかわらず､自然や歴史文化を長い間築き上げてきた地方をどうして見捨てようとして
いるのか､どうしてその所に言及する日本人がいないのでしょう｡官僚らの無駄遣いを
省けば交付税の減額どころの騒ぎじゃないでしょう｡
較戸沢村は自然豊かな観光資源に恵まれた山村｡中でも全国に知られている最上川舟下り
を始め､浄の掩 (角川)､幻想の森､高麗館､ぽんぼ鰭等々観光整備をさらに進め､一日
の観光を戸沢で過ごして頂き､最後にぽんぼ錦や草薙温泉などで郷土料理で舌づつみ致
しながら､ゆっくりと湯につかって心を癒して頂き ｢観光の村｣とざわを推進できれば
と患っている｡又､観光を始め､農業､商業そして工業と異なる産業間の連携と融合を
図り､新たなる産業作りを進めたい｡活力ある村づくりの為､村の自然条件を活かした
産業基盤を構築するなどの施策を推進してまいりたい｡
担この村に住んで良かったと実感できる村 負担の少ない地域.
厄合併をしても､住民サービスが低下しない町づくりをめざす｡自然資源を活かした町づ
くり｡外部との交流が盛んな町づくり｡環境保全型農業の促進を図りながらいかに収入
を上げるか､これからの課題があると考えている｡
(米沢市)
同市財政改革の推進を行い､コンパクトシティの推進｡一般財源の義務的経費を85%を切
るような政策の実施｡
包少子高齢化､人口減少の社会で､自然や弱者と共生できるシステム (IT利用)を構築し､
歴史を尊ぶ市民精神を養う｡
匝①産学官の連携を強め､大学 ｢山大工学部県立女子短｣の機能を市有機的に取り組む②
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行革は ｢事業仕別分け｣徹底してやるべきだ｡③広域事務組合の機能を高め合併論議推
進すべきだ.行政効果を上げるために街並みの再編.成果主義に徹し無駄を省く｡定住
をはかるために住環境の整備
垣社会保障､教育､賃金など全国どこでも同一水準の行政サービスになるよう国が法律で
規定し､地方自治体の住民の意向を十分に反映してその実践がなされるよう地方への財
政的な保障が必要である｡
そのうえで､住民自身が地域の自然､環境､産業､歴史､文化､課題などに目を向け､
それらを生かしたり､解決するために､住民が行政と共同してまちづくりにあたるよう
になっていけばいいのではないかと思う｡
『米沢市､南陽市､高島町､川西町の二市二町で合併を進めるべき｡
(長井市)
百〇少子化対策と教育の充実の上で地域で子供を守る安全で安心の町づくり ○総合的な
福祉政策と持続可能な福祉政策の推進が必要 ○食は生命の源､農業政策と充実が地域､
まち､国の活性化となる
同官 ･民の役割分担の確認とフラット化をする｡つまり垣根といわれているものを取り除
き､任務分担を見直す｡
La長井ダムが完成後ダムを主とした観光地づくりを主として現在の長井の観光を見直し､
他の市 ･町 ･村にない全国で初めての観光地づくりを考えたい｡
甘このまちに住んで居て良かったと言れるまちづくり
回行政財政をあまり城を旨とすると市民参加の基本理念が薄れてくるかが必然的に各部に
亘り心配要因にならないか?
虹個人意識的な風調が強くなる事で近隣住民の連帯と共存意識が薄れて特に地方住民の良
さが長期的に思考されるべき｡
恒当市は､既に第1次行財政改革を行っているが､更に徹底した行財政改革を進めなけれ
ば､国の動向から推測すると4-5年後には財政が立ち行かなくなる｡
樹徹底した歳出の管理と歳入増を図る施策を展開しなければ､自治体としての破たんもあ
り得る状況だ｡
均職員等を現在の半数ぐらいにする思いきった改革と殖産興業を行うべき｡それでも10年
後には合併せざるを得ないだろう｡
白人 (公務員)任せの行政ではなく地域住民が参加意識を持ち､1人1人が､何らかの役
割を担う自治体を目指したい｡
(南陽市)
E農業､林業の自然環境を大切にした街づくりと地域循環型社会､緑豊かな山形県､おき
たまをめざすことを理念としていきたい｡自からの実践活動からと考える｡
匝国､県ですすめる合併はただこうすればよいという設計に過ぎないと思っている｡
珂どうせ合併するのであればもっと大きな合併をすすめるべきと患う｡それまで各自治体
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でやれるだけやるべきと思っている｡
(高畠町)
匝出来ることは､自分で努力する (自助)､出来ないことは､家族や地域で助けていく (共
助)､上の2つがだめな時は､行政で支援する｡(公助) 住民も行政も､この事を自覚す
ると､住みやすいまちづくりができると思う｡公務員は住民への奉仕だとの基本を忘れ
ないでほしい｡
囚地方分権の当来で市町村はますます民間並みの格差がでてくるものと思われるO
同地域の良さを生かした観光産業などを生かし､常に先取りした詩想や計画をし､コスト
削減も限界が生じる中で歳入確保を常に視野に入れ､ある程度の住民にも痛みをわかっ
てもらいながら前進する町政を必要と患う｡
四〇経済の地域内循環を図り雇用を拡大する｡ ○生涯学習を進め､｢自治｣を担う住民を
育てるoO住民に対して権限を移譲するO自治体と共同で事務を進めることが可能な団
体 (≠営利企業)の育成 ○小学校区での行政単位を作る｡少子高齢化対策はその範囲
を一単位として進める｡ ○環境産業を起す｡
因農業をはじめとする地場産業が経済的に安定し､若者などの雇用の場も確保されている
事｡又､医療､福祉､年金など将来に対する不安解消りための施策が充実している事｡
国時代かも知れないが､ライブドアや村上ファンドの様な法律の内･外は別にして､マネー
ゲームの様な虚業がはびこり､子供達が､この様な虚業にあこがれる事のない様な社会｡
社会に必要な物を作り､必要な仕事を目標とされる教育が欲しい｡
また､今だけを見ないで将来に何が必要かを見定め､その為に今何をするかだと思う｡
(JH西町)
匝住民の価値観が多量化している現代､行政のきめこまかい配慮が必要で､その接着剤の
役割が問われている｡政治は弱い者の見方でもあり今､政治課題になっている格差現象
の是正に真剣に取り組みたい｡
同地域は昔のままの住居形態もっと中心部に移動するような政策に特中山間部は田園地帯
の一戸～二戸自由居は今後急速に進む人口減少に向けて進めるべきと思う｡
匝格差のないだれもが豊さを共有出来る地域づくり､それには政治が重要で能力のある者
には思いきり活躍の場があり､それを弱者に再配分出来る様な地域というよりも国策で
やるべき｡
現中央と地方､強者と弱者､それを均等にするのが政治B
(小国町)
凶町作りとしても1番に人口の減少が大きな問題でありますので､若い人が結婚して子供
をそだてやすい条件を作ることと考える｡
囚多数決でなんでも決められるという風潮は国会から地方自治体まで蔓延している｡完全
に議会制民主主義は崩壊している｡
住民のため存在する地方自治体確立には
①公選を受ける議員では行政のチェックは不可能｡究極は自分の保身延命を念頭にして
いる議員集団である -
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②国営の監査委員会を設置して､地方自治体に4-5人を配置して行政全般の公平公正
な監査をする
③民意と予算､決算などは地方自治区の任務とし行政と地方自治区の緊密な連携で行政
運営を進める
Elこのままですと､地域は消滅する (若年者の減少がはなはだしい)産業を興し若年者の
定住を計り､就労人口を増加させないと新生児の数が減り自治体として又地域社会とし
て成り立たなくなる｡
提案として､多くの県､市町村は債務の減少を進めているが､民に活力のない今は返
済を一時中止し､産業を興す等又は民業のテコ入れに力を入れ､税収の増加を計るべき
と患う｡
血住民と行政が一体になっての町づくりのため､住民が自ら行うべきこと､行政が行うべ
きことの区割を確立すること｡
巳小国町のように､面積が広く人口の少ないところは､合併すれば一気に過疎が進む｡交
付金頼みの自治ではあるが､合併をしないで小さくても個性のある町作りをしていきた
い｡
(白鷹町)
由今までのように､多くを行政に頼るということは出来ないわけですが､都市だけでなく
地方でも地域住民が住んでいる所に誇りを持て､地域間の格差が少しでも少なくなるよ
うに住民の福祉の向上を優先していくことが重要と考えます｡
ヨ何人も ｢うぬぼれ｣ることなく､住める地域の育成を目指したいO
巳町村合併こそが最大の行革と思っている｡来年執行される統一地方選挙が現在の町の最
後の選挙と位置付けて再度立候補したい｡
蚊市議と比べ町村議員は余りにも補証制度悪い｡誇りを持って議員職ができる様に改制す
べし｡経営は大きく (合併)はあたりまえで優秀な人材が地域づくりする舞台をつくる
べし｡現実より逃げる事なくビジョンをしっかり持つ事｡避難する人は自らがまず退く
べき｡必ず新しい芽が出る｡
担地域資源を活かした産業振興を図り､雇用が確保され経済的基盤が安定し､若者が定住
するような町づくり｡
自立を目指してまちづくりを推進すべき｡そのために､地域独自の総合計画を住民の
意思によって創り､自らの力をまちづくり地域づくりに生かしてもらうO
自立のまちづくりとは､住民一人ひとりの持っている能力をどれだけまちづくり地域
づくりに吐き出してまらえるかがカギを握ると考える｡
fg①少子､高齢､過疎化の中で､行政は町民サービスをいかに､どうすべきなのか､でき
るのか ②子供達は雇用の場 (やりたい仕事)がないため､遠くへでていく｡
私共､高齢者が､この地域の主役たり得るのは､あと何年あるか-｡ 10年後､この
地域を農業を守る人は､いなくなる懸念がある｡ 農村､田園､森林などなど豊かな価値
を活かして見直せるように､がんばるしかない｡
(飯豊町)
匂人口8,700人余りの自治体では､自主財源確保は今後共難しいOまずできるところと合併
を稚め将来県の詩想で示した組合せになるといいと患うo我町の美しい自然を最大限に
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生かした､安全で安心に生活できるように望む｡何も都会をマネする必要はない｡
四〇農村地域の過疎化が一層進み､自治体の中に過疎区と集中区が出てくると思われるこ
これは私の考えであるが､とすればどう町づくりを考えるか等一町民が自由に討論でき
る場所を行政が作ってあげるべきである｡ ○ハード時代は終わった今､人間の生活､教
育､福祉等ソフトの話題が常に話し合える時代を改めて考えるべきである｡
団協働という名で事業が進む時には､行政としても住民に求めすぎずまた住民を対等の立
場で協力すべきと考える｡気軽にTシャツをコラボでつくるような関係になれたら地域
も生きるのではないかと思う｡ 自分の町は､従来より住民主体の町づくりをやってきて
いるので､住民も自治体への対応を知っているように思っている｡さらに､理解が進ん
でいると思う｡
院現在の日本国を見れば､今までのようなサービスは期待できないと考えなければならな
い｡
交付税に頼った今までの自治体運営も見直さなければならない現況の中で､地区の議
員としていかに自治体から自立 (程度はあるが)して､住民が生活していくのか､今か
ら訓練していく必要がある｡
地域コミュニティを､しっかりと強力に構築することが重要｡
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補2 合併必要 ･不要と推進構想､自治体規模
東南 村 山 推進構想への賛否 自 治 体 の 規 模
合併賛否 市町 人数 賛成 一部反対 反対 3万人未満 5万人未満 10万人未満 20万人未満 30万人未満 50万人未満 50万人以上
賛成 山 形 市 22 14 5 3 0 0 0 1 13 17 0
上 山 市 4 4 0 0 0 0 01 0 3 0
天 童 市 9 4 2 3 0 2 3 1 2 0
山 辺 町 ll ll 0 0 1 0 2 1 0 6 1
中 山 町 7 5 0 0 0 1 0 0 1 4 0
合 計 53 38 7 6 1 1 4 6 15 32 1
反対 山 形 市 4 0 0 2 0 0 1 1 0 0 0
上 山 市 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
天 童 市 8 0 1 7 0 0 7 0 0 1
山 辺 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
中 山 町 2 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0
合 計 15 0 2 ll 1 0 10 1 0. 1 0
西 村 山 推進構想への賛否 自 治 体 の 規 模
合併賛否 市町 人数 賛成 一部 反対 1万人 3万人 5万人 10万人20万人反対 未満 未満 未満 未満 未満
賛成 寒河江市 9 1 5 3 00 0 4 5
河 北 町 7 3 4 00 0 0 6 0
西 川 町 ll 6 5 0 2 5 4
朝 日町 4 2 2 0 0 0 1 3 0
大 江 町 3 2 1 0 0 1 0 1 1
合 計 34 14 17 3 01 3 19 10
反対 寒河江市 4 00 4 0 1 1 1 0
河 北 町 2 0 0 2 1 0 1 0 0
西川 町 2 0 1 0 01 0 0
朝 日町 1 1 1 0 0 0 0
大 江 町 2 1 0 1 0 2 0 0 0
合 計 ll 1 0 9 2 3 3 1 0
北 村 山 推進構想への賛否 自 治 体 の 規 模
市町 人数 賛成 一部反対 反対 1万人以上 3万人未満 5万人未満 10万人未満 20万人未満合併賛否
賛成 村 山 市 8 7 1 0 0 0 1 1 6
東 根 市 7 1 3 2 0 0 0 3 2
尾花沢 6 2 3 3 3 0
大石田町 10 8 0 0 0 1 0 2 5
合 計 31 18 5 5 0 1 4 9 13
反対 村 山市 2 0 1 1 0 0 1 0 0
東 根 市 1 0 0 1 0 0 1 00
尾花沢 1 2
大石田町 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 4 0 2 3 0 0 4 0 0
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最 上 推進構想への賛否 自 治 体 の 規 模
合併賛否 市町 人数 賛成 一部 反対 1万人 3万人 5万人 10万人20万人30万人50万人反対 未満 未満 未満 未満 未満 未満 未満
賛成 新 庄 市 10 9 1 0 0 0 0 9 0 0 1
金 山 町 2 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0
舟 形 町 8 7 0 0 1 0 0 1 5 0 0
最 上 町 4 3 1 0 0 2 0 0 2 0 0
真室川町 9 7 2 1 2 3 3 0
大 蔵 村 3 2 1 0 0 0 0 2 1 0 0
鮭 川 村 3 3 0 0 0 1 0 2 0 00
戸 沢 村 7 6 0 0 1 0 0 4 2 0 0
合 計 46 39 5 0 2 4 2 23 13 0 1
反対 新 庄 市 3 0 0 2 0 0 0 2 00 0
金 山 町 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
舟 形 町 2 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
最 上 町 1 0 0 1 0 1 0 000 0
真室川町 1 1 1 0
大 蔵 村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
鮭 川村 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
戸 沢 村 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 10 1 0 5 0 2 0 3 0 0 0
総 計 56 40 5 5 2 6 2 26 13 0 1
東 南 置 賜 推進構想への賛否 自 治 体 の 規 模
合併必要 市町 人数 賛成 一部反 反対 3万人 5万人 10万人20万人30万人対 未満 未満 未満 未満 未満
必要 米 沢 市 5 3 1 0 0 0 1 2 2南 陽 市 7 2 2 2 0 0 3 2 1高 島 町 2 2 1 1 0
川 西 町 8 6 2 0 0 0 2 4 0
合 計 25 13 7 3 0 1 6 10 5
不要 米 沢 市 3 3 0 2 1 0 0 3 1南 陽 市 4 0 1 2 0 1 1 2 0高 島 町 6 1 4 2 1 0
川 西 町 2 0 0 2 0 0 0 1 0
合 計 15 4 1 10 3 2 1 6 2
西 置 賜 推進構想への賛否 自治 体 の規 模
合併必要 市町 人数 賛成 一部反 反対 3万人 5万人 10万人20万人30万人対 未満 未満 未満 未満 未満
必要 長 井 市 12 5 6 0 0 1 4 3 4白 鷹 町 5 1 3 0 0 0
飯豊 町 6 4 2 0 0 1 4 1 0
合 計 30 15 12 1 1 2 15 7 4
不要 長 井 市 1 1 01 0 2 0 0 0小 国 町 4 0 0 3 2 0 1 0 0白鷹 町 3 0 4 2 1
飯 豊 町 1 0 0 1 0 0 0 0 0
合 計 9 .1 0 9 4 3 1. 00
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